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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前 ９時１３分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（奥野正司君） 各議員におかれましては、お忙しいところをご参集いただき、

ここに９日目の議事が開会できますこと心から厚く御礼申し上げます。 

 なお、本日傍聴に来庁されました皆様には、傍聴心得を熟読され、ご協力をい

ただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 本定例会はクールビズ期間に伴い、本町においても議会開催中の服装をノーネ

クタイで臨んでおりますので、ご理解のほどお願い申し上げます。 

 また、議場への入場には、マスク着用など新型コロナウイルス感染症予防にご

理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

～日程第１ 一般質問～ 

○議長（奥野正司君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 １２番、酒井秀和君の質問を許します。 

 １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） 皆様、おはようございます。 

 では、一般質問させていただきたいと思います。 

 まず、先日、東京オリンピック・パラリンピックが閉幕しました。開催に当た

っては、コロナ禍ということもありまして賛否両論ありましたが、選手一人一人

が最高のパフォーマンスを披露しようと頑張っているところは、感動せずにはい

られない状況でした。 

 一方で、開催期間中、コロナ対策で様々な問題も報じられましたが、我が永平

寺町に関わる問題もあったと思っております。パラリンピック柔道日本代表選手

を巻き込む自動走行車両の事故です。当該選手は頭と両足を打って２週間のけが

をされたとのことで、大変悔しい思いをされたことと思います。ご本人様には謹

んでお見舞いを申し上げます。 

 トヨタ社長は、「目が見えない方がおられる、体の不自由な方がおられるとい
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う環境に対して対応ができなかった」という陳謝をされております。 

 自動走行については、先進地である我が永平寺町もこのような事例を生かして、

同様のケースが発生しないよう、安心、安全な運行に努めていただきたいと思っ

ております。 

 また、次々と変異し、今も世界を脅かしている新型コロナウイルス感染症につ

いて、ネット上では様々な視点で様々な意見があり、何が正しく、何が間違いな

のか、よく分からない状況ではあります。最終的には、私たち一人一人が自分自

身の目で見極めて対策を講じることが大切なのだろうと思っているところです。 

 コロナ対策について先日学んだことですが、現状の対策のほかに、鼻の洗浄、

口腔ケア、トイレ掃除が大切とありましたので、私も家族と一緒に取り組んでみ

ようと思っているところです。 

 では、一般質問に入らせていただきます。 

 今回、１つの質問をご用意させていただきました。施策認知度向上への取組は

ということで、先日、川崎議員が大きなところで質問をしていただいたんですが、

私は少しセグメントした形で質問をさせていただきたいと思っております。 

 ２０２１年６月に福井県立大学地域経済研究所より、新型コロナウイルス感染

症に関する永平寺町生活実態調査報告書が提出されました。 

 さて、この報告書では５つの政策提言をいただいておりますが、中でも私が今

回注力したいのが４番目の「施策認知度向上のためのメディア活用戦略」です。

この件については、今回の報告書で明らかになりましたが、以前より私や同僚議

員から問いかけがあったものと認識をしています。 

 それはさておき、コロナ感染症対策に関する永平寺町の取組の認知度は、１２

施策中２つの事業については６４％の認知度であると、ほかの１０事業について

は当事者以外に認知されていないという現状でありました。 

 まず、この結果について、今後の対策をどのように進めるのか、お伺いしたい

と思います。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 報告書にも記載がございますとおり、施策ごとに対

象となる方が異なってきております。その情報を必要としている人にどの程度伝

えていくのかということが、やはり重要なことであるという認識はしております。 

 その中で、情報を知っている人が周りに多くいればいるほど、周りの方々から

個々の対象者の方に情報が入りやすくなるということもございますし、やはり情
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報を見たり聞いたりする機会を増やせば増やすほど、情報は広まりやすくなる、

伝わりやすくなるのではないかというふうに考えているところです。 

 町では、これまでも取組はしておりますが、今後もホームページ、広報紙、行

政チャンネル、また報道機関への情報提供の活用に加えまして、最近取り組んで

おりますＬＩＮＥ、フェイスブック等ＳＮＳを活用した情報の発信についても今

後も積極的に取り組んでいきたいという考えでございます。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） 今回の調査結果で明らかになったのは、補助対象当事者に

認知されやすく、そうでない方には認知されないということ、また、永平寺町ス

タンプラリーのように可視化できるものは認知されやすく、そうでないものは認

知されにくいということです。 

 今、課長の答弁の中では、既に行われている施策が列挙されていたかなと。昨

日もそのように聞いていたんですけれども、今回この提出された新型コロナウイ

ルス感染症に関する永平寺町生活実態調査を受けて何か変えるところという、改

善するところというのをぜひ、あればお伺いしたいなと思うんですが、お願いし

ます。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 情報発信につきましては、先ほども答弁させていた

だきましたが、まずは幅広く周知するということで努めてまいりたいと思います。 

 また、実際そういう情報を必要としている個々の対象者の方についてですが、

やはりこれにつきましては、その方たちに一番接している行政の窓口担当課とい

うところから声を聞いて伝えていただければ細かいところまで行き届くのではな

いかなというふうに考えておりますので、その辺につきましては、また職員一同

その考えの下、日々の業務の中で必要な情報を職員一人一人が、全員がこの発信

者ということで努めていきたいというふうに考えているところです。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） 職員一人一人が発信者というのは、すごく共感できる部分

があります。 

 実際私も、永平寺町の広報活動というのは非常に頑張られているという認識は

しています。本日も河合町長の記事が載っておりましたけれども、ＳＮＳにおい

てもその取組、ＬＩＮＥとかをされていることは重々承知はしているんですが、

こういう結果が出た以上、何かしら次の改善行動というのを起こさなきゃいけな
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いのかなという思いで質問をさせていただいているところです。 

 同様に、こういった広報活動で私が着目したのは、各地区の区長会の資料にな

ります。ここには２０個の町内会等に関する補助事業が記されているんですが、

この内容から見ると、利用実績、成果表を見て私も確認はさせていただいたんで

すが、やはり内容が分かりにくいものがあるなというふうに感じております。 

 私が分からない部分もあるので、ぜひ今この場で町民の皆様にお示しもできた

らという思いもありますので、お伺いしたいなと思います。 

 区長会の資料で１６番目に記されている宝くじコミュニティ助成事業、総合政

策課の補助事業となっております。内容は８事業あり、事業ごとに補助率、補助

額が異なる、詳細については問合せということが記されています。 

 この内容について、詳細を確認したいと思います。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） その事業につきましては、一般財団法人自治総合セ

ンターが宝くじの社会貢献広報事業として実施するものでございまして、申請は

県のほうを通じて行います。県への申請等の取りまとめを総合政策課が行ってい

るものでございます。 

 ８つの事業につきまして１つずつ簡単に説明させていただきますと、１つ目が

一般コミュニティ助成事業でございます。これは地域のコミュニティ活動に対し

まして必要な設備等の購入を助成するものでございます。助成金額は１００万円

以上で、助成の上限が２５０万円となっているものでございます。 

 ２つ目がコミュニティセンターの助成事業です。これはコミュニティセンター、

地区の会館等の大規模な修繕、新築に係る対象経費の５分の３を助成するもので、

上限が１，５００万円となっているものです。 

 ３つ目としましては地域防災組織育成助成事業でございます。これは自主防災

組織や消防団等の活動に必要な設備に対する助成でございます。事業の内容に応

じまして助成金額は３０万から２００万円の間というふうになっております。 

 ４つ目が青少年健全育成助成事業でございます。これはスポーツ・レクリエー

ション活動や文化・学習活動など、主として親子で参加するソフト事業に対する

助成です。金額としましては３０万円から１００万円の助成というふうになって

いるものでございます。 

 ５つ目が共生の地域づくり助成事業でございます。これはユニバーサルデザイ

ンに配慮した設備、整備といったハード整備と、あと多様性や共生を目指すまち
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づくりといったソフト整備に対して１，０００万円以内の助成を行うものでござ

います。 

 ６番目が活力ある地域づくり助成事業でございます。これは地域にあります資

源を活用する事業ということで、地域の自然、文化、歴史、産業、生活習慣を生

かした特色あるソフト事業に対して２００万円以内の助成を行うものでございま

す。 

 ７つ目が地域の芸術環境づくり助成事業でございます。これは文化施設の利活

用の推進などを図るため、地域との交流プログラムを伴うソフト事業に対する助

成で、上限が５００万円となっております。 

 ８つ目が地域国際化推進助成事業です。これは地域での国際化、国際交流の推

進に資するソフト事業に対する助成でございます。上限が２００万円となってい

るものでございます。 

 なお、５番目に説明しました共生の地域づくり助成事業、これにつきましては

実施主体が自治体というふうになっておりまして、残りの７つにつきましては地

域のコミュニティの団体といったところの申請も可能となっているものでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） ありがとうございます。 

 私もいろいろ、県とかもともとの形とかを調べてみたんですけど、７つの助成

事業しか見当たらない。で、疑問に感じていたところなのでお伺いしました。今、

課長の答弁で、この自治体主体の地域づくり助成事業というものが、アとイがあ

って、これが５番目と６番目ということで２つに分かれるということで、合計８

というふうになっているということを理解しました。 

 ところで、この宝くじコミュニティ助成事業というのは、実際のところ県内で

も実績が少なくて、その原因というのは何なのかなというのが私はつかめていな

い状況です。この辺り、課長はどのように捉えておられるのでしょうか。お伺い

します。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 実際、申請しても採択されない。申請したものが全

て認められるというものではございません。ホームページ等で公開されている資

料によりますと、福井県のほうでは、一般コミュニティ助成事業ですと大体３分
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の１から２分の１、要は申請しても大体３分の１か、よくても半分程度しか採択

はされないというものでございます。 

 取組としましては、やはり地域においてこういったことをしたいというような

話がございましたら、役場担当課としっかり協議をして、まずは申請する。この

申請も前年度申請になっておりますので、要は令和４年度にしたかったらこの令

和３年度中にもう申請しなければならない。実際、今回、令和４年度分の受付は

８月の中旬ぐらいから始まっているんですが、そういったこともありますし、地

域のほうも取り組みたい年度のことを考えて事前に計画していかなければならな

いというのもございますし、やはり地域の中で話をするときに、採択されなかっ

たときにそれをするのかしないのかというところも重要な判断要素になってくる

と思いますので、そういったこともあって永平寺町管内の団体さんでは手を挙げ

られるのが少ないのかなというふうな分析をしているところです。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 

○１２番（酒井秀和君） ありがとうございます。 

 今ちょうど例に挙げていただいた一般コミュニティ助成事業というのは、高齢

化が進む中でなかなか自治会の祭りとか舞台を組み立てるのが大変だということ

で、軽くて強度のあるものを一覧の中から選んでいただいたものに対して助成し

ますよというふうな内容だったかと思うんですが、なかなか私も使いにくいのか

なという原因がつかめていなくて町民の皆様にもお勧めをできていない状況では

あるんですが、たまたま今回、コミュニティセンター、自治会の集落センターを

何とか改装をしたいということも一つお伺いしてて探していたところ、ここにあ

るじゃないかということで、こういったものが伝わってないのかなという思いで

確認をさせていただいた次第です。 

 また、この補助事業について、今これはない補助事業なんですけれども、コロ

ナ禍で私が懸念しているというのがあるので確認をしたいなと思います。 

 私はこれまで議会で「超高齢化社会の到来」などという言葉を発してきたわけ

なんですが、いろいろ調べている中でそれが誤りであるということに気づきまし

た。実際は、高齢化率７％以上を高齢化社会、１４％以上で高齢社会、２１％以

上で超高齢化社会、２８％以上で超高齢社会というふうに位置づけされていると

いうことです。日本は２８．８％の高齢化率ということで、既にもう超高齢社会

というふうなところに位置するというふうなことを学びました。 

 これまで私が思っていたことをちょっと改めて今後対応していかなきゃいけな
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いなというふうに思っているんですが、そこで私が懸念しているのは、日本の平

均は２８．８％なんですが、今後予測される生産年齢人口の減少及び年金支給額

の減少などから、各自治会でやりたくてもやれない、申請したくても申請できな

いという補助事業が増加してくるんではないかなということです。また、既に永

平寺町内でも、自治会によっては高齢化率が高く、補助事業を受けるための資金

繰りが困難になっている自治会があるんではないかということです。 

 このことから、超高齢化社会に見合わせた補助制度の見直し、各自治会に寄り

添った補助制度の見直しを今後検討していくべきではないのかなと、そういった

時期に今もう差しかかっているのではないかなというふうに考えるのですが、い

かがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 総務課長。 

○総務課長（平林竜一君） 議員おっしゃったように、町内会と自治会等に対する補

助ということについてはいろいろご意見あろうかと思います。議員おっしゃった

ように、区長会とか、５月の広報紙等でも町内会の補助事業なんかをお知らせし

ているところでございます。 

 そういった中で一つ、原材料費支給事業というのが町内会の事業であるんです

けれども、これは以前から地区の中で、草刈りとか地区内の環境美化に高齢化率

が高くなってどうしても作業できないということで、その中に、建設課のほうで

も配慮しまして防草シートも原材料費支給として認めるといったような、その事

業の見直しなんかも行って使いやすいように工夫しているところはございます。 

 ただ、行政としましては、その補助金交付ということについては、やはり公益

性ですとか透明性ですとか、公益、公平といったようなことも当然配慮していか

ないといけないと思います。ただ、今議員がおっしゃったように、その実情に合

っているかどうか、見直しが必要かどうかというのは、やはりその所管する担当

課のほうで再度チェックする必要はあると思いますし、監査委員のほうからも３

年、５年ぐらいをスパンに事業の見直しもしたらどうだということも指摘を受け

ているようなこともございます。 

 そういったことも含めまして、社会の情勢の変化に柔軟に対応する必要がある

というふうなことについては十分検討していきたいと思いますけれども、やはり

一つは透明性、公平性というのも一方ではあるということをご理解いただきたい

なと思います。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 
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○１２番（酒井秀和君） ありがとうございます。 

 そうですね。原材料費の件については、地元が非常に頑張っているのか、私が

前の職を辞めて帰ってきたらすぐに使ってたので、毎年申請して防草シートを購

入させていただいているということで、ずっとある事業かと思ったんですが、そ

ういった形で検討されて見直されたということを今確認できました。ぜひ公平性

と透明性を守っていただいて、永平寺町内を見て、必要な事業に関しては修正を

かけていただきたいなと思います。 

 コロナ対策についてもう１点お伺いしたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症対策については、このウイルスが確認されて以来、

行政及び関係者の皆様のご尽力には大変感謝しているところです。しかし、今も

なお新型コロナウイルス感染症は世界で蔓延し、人々の生命だけでなく暮らしを

も脅かしている現状です。 

 さきの報告書──この報告書ですね──に記されていたウェルビーイング、幸

福度、心身ともに幸福な状態というのを充実させるにはまだ時間がかかるのかな

と思っております。引き続き、町長はじめ皆様にはご尽力をいただきたいと思っ

ているところです。 

 お願いしたいのは、町内の農業従事者の皆さんに対して新たな補助事業を検討

できないかということです。コロナ対策としてということです。 

 理由は、長引くコロナの影響で農業従事者の皆さんは、出荷数の減少及び出荷

額の減少などで、その他の（飲食業とかを含め）事業者同様、経営状況の悪化に

陥っているのではないかと思うからです。 

 私は、町内の農業従事者の皆様にもヒアリングしていただいて適切な対応を求

めたいと考えております。この辺りについていかがでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 農林課長。 

○農林課長（黒川浩徳君） ただいまの酒井議員さんの質問に対してお答えいたしま

す。 

 今ご指摘がございました新型コロナウイルス感染症対策としての新たな補助事

業について、これにつきましては、まず昨年度の話をさせていただきますと、地

産地消支援事業の拡充といったことで、これにつきましては、令和２年の１月か

ら３月までの農産物や加工品の直売所や道の駅における売上げが前年比で約１

５％下がっておりました。という事実がございましたために、新型コロナウイル

ス感染症地方創生臨時交付金を財源として、農産物や加工品とかを出荷されてい
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る町内在住の農業者様に対して、通常２％の支援ということで行っておりました

のを３％上乗せして５％ということで支援をさせていただいております。 

 これにつきましては、議員さんおっしゃるとおり、まだ収束のめども立たない

中で、またこれの出荷についてもまた影響があるという事実、出荷額とかは毎月

定期的に農林課のほうに報告もされておりますので、そういった数値を判断しな

がら、また同じような影響が出ていることを把握した場合には、やっぱりこうい

うふうな対策も同じように取っていく必要があると考えております。 

 町だけによらず、昨年のコロナ感染症対策ということで、新たな補助事業とし

ましては、全国農業会議所というところがＪＡ福井県を窓口として、新型コロナ

ウイルス感染防止対策とともに経営の継続に向けた取組をされている方に対して

支援をするという事業も行っております。これにつきまして、昨年、永平寺町内

では１３の農業者の方が申請をされております。 

 そういった中で、新たな取組としてといいますか、先日の報道とかでもありま

したように、令和３年産米の米価が１万５００円、一時金として１万５００円に

なるという報道がございました。これにつきまして、国のほうは以前から、ただ

いま農業共済、そういう補償につきまして一筆方式。収量ですね。金額じゃなく

て、収量に対してその減収がございましたら７割の補塡をするというふうな一筆

方式の補償をしていたわけでございますけれども、２６年頃に同じように米価の

下落がありました。これを機会に国のほうでも補償の制度を考えておりまして、

平成３１年度から収入保険の加入というのを推奨している。それに切り替えるよ

うに指導をしております。ということで、一筆方式は今年度限り、令和４年度か

らは収入保険に加入していただく。 

 これ民間でもあるかなとは思いますけれども、要はＮＯＳＡＩとか野菜経営安

定対策とかそういったもの、言えば国のナラシ対策、これなんかもそういった経

営保障になるんですけれども、それに対して加入をしていただくということを推

奨している中で、掛金を補助することでコロナの影響を緩和してくださいねとい

う国の指導もございます。そういった中で、今、福井県のほうでも、またそうい

う福井県の動向とか、同じように他の市町の動向も今注意して情報を収集してい

るところでございます。その情報収集の結果によっては、町のほうでも同じよう

にそういった対策を取らな駄目なんかなということは考えております。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） １２番、酒井君。 
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○１２番（酒井秀和君） ありがとうございます。 

 ぜひ収入のことも見ながら、注視しながら進めていただきたいなと思いますの

で、よろしくお願いします。あと、農業従事者の方へも寄り添っていただいて、

周知をぜひお願いしたいなと思っています。 

 私、今回、農業というふうな形で限定してお話をさせていただいて、私がヒア

リング不足なだけなんですけれども、この不測の事態の中で困っている方という

のはいらっしゃるんじゃないかなと、または補助事業の中でも実は漏れてしまっ

ている業者さん、業種さんというのがあるんじゃないかなと思いますので、ぜひ

また見直してというか、周りを見詰め直していただきたいなと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

 ９時５５分より再開します。 

（午前 ９時４５分 休憩） 

────────────── 

（午前 ９時５５分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、６番、齋藤君の質問を許します。 

 ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 私、３件の質問を予告してございます。順を追って質問させ

ていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 まず１番目です。老人の孤独感、疎外感を解消するにはということで質問させ

ていただきます。今日、「老人」という言葉はなくなり「高齢者」と表現されて

います。私はあえて表題は「老人」という文言を出させていただきました。 

 一般的には、国や市町等が示す高齢者とは６５歳以上と定義されています。し

かし今日、６５歳という年齢が高齢者と言えるでしょうか。 

 そこで私は、本町として７０歳以上について、もしお分かりならばお示しをし

ていただきたいと通告いたしましたが、調査されていないということで、やむを

得ず本町における高齢者の近々での数値をお願いします。もし地域別等が分かれ

ば大変ありがたいと思います。独り暮らし及び老老世帯の数等、調査をされてい

るなら併せてお願いをいたします。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 



 －133－

○福祉保健課長（木村勇樹君） では、７０歳以上の高齢化率としてお答えいたしま

す。基本的には令和３年度の高齢者福祉基礎調査、住基が基になりますけど、こ

ちらのデータでお答えいたします。 

 ７０歳以上の高齢化率、松岡地区では２１．４％、永平寺地区で２７．１％、

上志比地区では３０．０％、町全体では２４．４％になります。 

 独居世帯率では、松岡地区が１０％、永平寺地区が１１．８％、上志比地区で

は１１．７％、全体では１０．８％でございます。 

 老々世帯率、松岡地区が６．４％、永平寺地区が８．２％、上志比地区では８．

７％、町全体では７．３％となります。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） ありがとうございます。参考にさせていただきたいと思って

おります。 

 私が７０歳にこだわりますのは、旧上志比村の時代には７０歳を敬老会の招待

者とし、一応の成人と老人の区分の年齢としたということから、あえて７０歳と

申し上げたのでございます。また、地域別の数値にこだわりますのは、以前、上

志比村において各集落ごとに高齢者の数を調べたことがございます。そのいろん

な高齢者の数を分析したところ、当時の上志比村で九頭竜川沿いと山の南のほう

とでは高齢者の数に非常に変化がありました。また、集落によっては多い地区と

少ない地区がありました。なぜかということでいろんな分析をしました。恐らく

食べ物のせいかな、水のせいかな、いろんなことが出、それを参考にいろんな政

策を打ったこと、記憶がございます。もしできれば、そういうふうな集落ごとに

高齢者の数を調べてみるのも面白い方法かなと思いますので、お願いをいたした

いと思っております。 

 町からいただいた第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画、この中の人口の

状態を見ると、やっぱり６５歳から７４歳の人口が２，６６７人、１４．５％、

７５歳以上が３，０７２人で１６．７と国の平均をはるかに上回る数字でありま

す。人口ピラミッドを見てみますと、今後ますますこの数は増加するものではな

いかと懸念しております。 

 また、以前の名称は「老人」、今は「高齢者」と表現され、組織も「老人福祉

会」から始まり「老人クラブ」と変遷し、今日は「健康長寿クラブ」と名称は変

わりました。 
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 高齢者問題は、まさに我々自身の問題であると思います。高齢者福祉の究極の

目的は、高齢者の健康を維持し、老化を防止し、豊かな老後の生活を送らせるこ

ととなっていると思います。また、行政の未開拓の分野として高齢者福祉教育の

欠如もあり、高齢者福祉の根本問題が放置されている限り、本当の高齢者問題の

解決はないと思います。独りぼっちの高齢者が年々増える一方、何日も人に知ら

れず亡くなっている例が少なくなく、これらを防止するために、在宅老人に対す

る専門職による家庭訪問、看護制度を実施し高齢者や家族に対し助言や介護負担

の軽減を図るコミュニティケアの実施が大切だと思います。 

 今年もまたこの９月２０日に敬老の日を迎えます。敬老の日を１日だけの行事

に終わらせることなく、町全体の高齢者施策を考えるという意味で、これからの

施策の実施を目指して行っていただきたいと思います。 

 この問題は、決して無視することができないと思います。老後の孤独は、外的

な国や地域社会のサービスだけでは解決し得ないものがたくさんあると思いま

す。したがって、いかに生きるかという課題は、今も、今後とも古くて常に新し

い課題として、現在の高齢者だけでなく若い世代にも問いかけられてくるでしょ

う。そういう意味からも、高齢者対策は若い世代に対しても行われるべきであり、

将来の自分の姿を考える、そこに真の高齢者対策、高齢者福祉の発想があると考

えます。できる限り世代間の垣根を外し、役割分担は異なっても、共に働き、共

に助け、共に楽しむ地域社会を建設していくという内側からの努力が大切です。

これは、取りも直さず生きがいを生む基盤となり、孤独感、疎外感を解消するこ

とにつながるものだと考えております。 

 そこでお伺いします。 

 高齢者問題は高齢者だけのことではありません。高齢者は生まれたときから高

齢者なのではなく、年々歳々、老齢化したわけであります。誰しもが巡り会う運

命です。手当を出したり敬老会などを組織するのもよいが、全町民がボランティ

アの精神を奮い起こして取り組む方法とか幼稚園児が何かする方法、小中学生、

高校生でできる方法、青年男女、その他一人で、集団で何かをする方法等を全町

民あるいはそれぞれの地区町内会等でできる方法を各団体と町行政当局と共同で

考えていただきたいと思っております。 

 第８期高齢者福祉計画が策定されました。介護問題があまりにも前面に出て、

健康で元気な高齢者の福祉施策があまり見えてこないように思われます。 

 そこで、元気で健康な高齢者福祉を含め、今後の高齢者の問題について、どの
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ような展望で、どのような考えを持っておられるのか。町としてはこれまで様々

な取組をされていますが、その実態と検証を踏まえて、今後に向けてのお考えが

あればお聞かせください。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まずは、いろんなご提案ありがとうございます。ぜ

ひ議員もご参画いただいて、同様の考えを持っている人と共に考えていきたいと

思っております。 

 まず、町としては、第８期の高齢者福祉計画・介護保険事業計画、これに基づ

いた事業を進めてまいります。介護が中心だということをおっしゃっておりまし

たけれども、介護保険計画とか要介護老人が増えていく中ではこちらのほうにシ

フトを置いているというのもご理解いただきたいと思います。元気な高齢者も数

多く、７割から８割の方は元気な高齢者でございますので、ぜひこちらの方には

支える側のほうにも視点を置いて活躍いただきたいということは常々思っており

ます。 

 町としては、やっぱり地域包括ケアシステム、これの構築、効果的な運用を図

って現在も進めております。自助、互助、共助、公助。行政としては公助と互助、

こちらのほうを進めていく、地域、個人としては自助、共助を進めていただく、

こちらのほうも重点を置いております。 

 団塊の世代とか、それから団塊ジュニア世代、こちらが高齢者となる２０２５

年、２０４０年、これを見据えると、やはり行政だけで立ち行く問題ではござい

ませんので、ぜひとも皆さんに、今議員おっしゃるような考え方を、共通の認識

を持っていただいて頑張っていきたいということを思っております。 

 いずれにしても、支える側、支えられる側、対極では対立も生まれるかもしれ

ませんけれども、共に生きていこうという考えで進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まさしく齋藤議員がおっしゃるとおり、避けては通れない、

しっかりと見据えて取り組んでいかなければいけない問題だと思います。 

 この高齢化率につきましては、２０４０年、先ほどありましたように、順番で

私が高齢者になっていく、団塊ジュニアの世代がなっていくまで高齢化率は上が

っていきます。ただ、高齢者の数はある一定のときから減っていきます。何が問

題かというと、支える側が少なくなっていく。ここも一つしっかりとサポートし
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ていかなければならない。その中で子育てがあったりいろいろあります。 

 この高齢化社会の中で、やはりみんなが元気に生き生きと生活できる仕組み、

そして支え合う仕組み、また、いざというときに頼れるところ、介護であったり

そういったところがある仕組み、こういったいろいろな柱で考えていかなければ

いけない中で、例えば、永平寺では地域包括ケアずっと進めてるんですが、なか

なか、どうやってやったらいいというのはあったんですが、実は防災のところで

も大先輩方が積極的に参加をしていただいて地域を導いてくれたり、近助タクシ

ーでもドライバーの皆さんが逆にいろいろな見回りを兼ねていただいてますし、

またこういった動きをうちのエリアでもやりたいという、そういった声もいただ

いています。健康長寿クラブも活発ですし、いろいろな公民館、そういったとこ

ろも活発な中で、やはりやりがいがあって、自分と同じ目的を持っている人たち

を結びつけていって仲間を増やしてもらう、こういったことも必要かなというふ

うに思ってますし、今そういうふうに取り組んでいます。 

 今、コロナ禍の中でいろいろありますが、しっかりと、アンケートを取っても

「孤独」という言葉が多く出てましたので、何とかこれをコロナ禍の中でも克服

できないかということも思ってます。 

 先ほど酒井議員のご質問の中でもちょっとはっと気づかされましたのが、高齢

化社会になっていきますと、申請とかそういったいろいろなところもデジタルに

なっていったり、書き方がちょっと難しくなっていく。そういった中でしっかり

サポートしていくというのも大事かなというふうに思っておりまして、決してデ

ジタルだけに、デジタルのほうに移行していくと思いますが、アナログの部分、

そういった方々を取り残さない、そういった政策もしっかりやっていかなければ

いけないなと思っております。 

 いずれにしましても、この高齢化社会、今が入り口、これからずっと延びてい

くということで、しっかりといろんな角度で対応をしていきたいなというふうに

思っております。 

○議長（奥野正司君） 齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 私も高齢者であります。やっぱり少し高齢者そのものも考え

直さなければならないと思ってます。今までみたいに甘えてばかりではいられな

い。なら、今、福祉課長ですか、元気な方が７割もいます。その７割の方が支え

合おうという気持ちになる、また一生懸命に頑張る。お互いにしていくという社

会づくりに持っていかないと、何か今見てますと甘えてるような気もしますので、
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それは行政主導で一つみんなで頑張ろうということをお願いしたいと思います。 

 ありがとうございます。 

 次に移ります。 

 次は、高齢者から１８０度変わりまして、子どもたちのことについてでござい

ます。次の時代の永平寺町を担う子どもたちに対する質問ということで、最初に

学校事故についてお伺いをいたします。 

 学校事故とは、学校での活動中に発生した事故や災害もしくは学校施設の使用

に伴った事故や災害のことで、近年、学校事故は多発しており、学校内外での児

童生徒を守る意識は高まってきています。 

 学校事故の種類は多種多様です。授業中にはさみで指を切る、休憩時間に階段

から滑って転落する、通学中に交通事故に遭う、また学校給食などによる食中毒。

また幼稚園、保育園、小学校、中学校などの学校の種類によっても事故の対応は

異なると思います。 

 学校事故が起こりやすい場面とは、小学校から高校のいずれの学校においても

学校事故は体育の授業や部活動などの運動活動の際に起こりやすいとされてお

り、また、小学生は休憩時間に遊んでいるとき等にもけがをすることが多いそう

です。さらに、学校事故には死亡事故もあり、その多くは登下校中の交通事故に

よるものと言えます。 

 学校事故が発生した場合、多くは災害共済給付制度を利用できますが、災害共

済給付は事故の責任の所在を問わず、速やかに共済が受けられる制度です。 

 そこで、学校事故の給付というか、その災害補償制度についてお尋ねします。 

 昭和３５年に日本学校安全会法に基づいて設立された日本学校安全会、「学校

健康会」、「学校健康センター」と名称を変え、現在は「独立行政法人日本スポ

ーツ振興センター」としてその業務を行っていると伺っております。学校安全会

法による学校安全会──今はスポーツ振興センター──の内容について、学校事

故の補償制度というか災害給付制度について、その詳細をお示しください。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） では、お答えさせていただきます。 

 今、議員のほうからいろいろと詳しくある程度説明をいただいたんですけど、

私のほうから一応確認を含めて、ちょっと説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、この制度ですけど、学校管理下で児童生徒がけがをした場合、先ほどか

ら出てます日本スポーツ振興センター災害共済給付制度です。この学校管理下と
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いうのが非常に問題になるんですよね。当然、敷地内での学校の子どもたちの活

動、それから登下校、それから校外での学校行事ありますよね。校外学習とか。

そういうふうな行事も対象になります。 

 それから、この制度に加入する掛金ですけど、一応町と保護者がそれぞれ負担

するということになってます。町が４７５円、保護者が４６０円の掛金を掛ける

ということで、医療費、それから見舞金を給付するということになっています。

総医療費の４割が支給されると、そういう制度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 次に、本町において過去３年間、この事故等についての内容

をお伺いいたします。過去３年間に遡り、各年度ごとに学校ごとの発生件数につ

いて、またその中で大きな事故はなかったかどうか。もしあったのならば、その

要因について併せてお尋ねをいたします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 件数ですが、平成３０年度が１５７件、令和元年が１４１

件、令和２年度が８１件ということになってます。２年度は、やはりコロナの影

響があり、いろいろ活動制限が行われて、また休校もあった関係で件数が少なく

なっているのではないかと思います。 

 あと、発生の案件については、先ほど議員のほうからいろいろとちょっと話が

あったんですけど、やはりどうしても部活動、中学校ではやっぱり部活動になり

ます。それから、小学校、中学校を含めて、どうしてもやっぱり技能教科が多い

んですね。体育、それから美術、彫刻刀とかそういうのを使いますので、技術・

家庭、そういうことで技能４教科のけがが多いという現状でございます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 大きな事故というのはなかったということですか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 特に大きな事故ということは、こちらのほうに報告は入っ

ていません。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 学校安全会法によると安全点検が義務づけられていると思い
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ます。その実施の状況について、どのような頻度で実施されているのかどうか。

また、安全点検によるものや、また事故等によるもので施設や設備の改善がされ

たことがあるのか、あるならばその概要について、また事故の対策はされたのか

どうかをお伺いをいたします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今まで、事故等により施設や設備が改善されたことはござ

いません。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 安全点検のこと。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 基本的には学校施設の管理については、建築物は３年に１

回、それから建築設備は毎年、遊具は２年に１回点検をしてます。また、年１回、

学校教育課と生涯学習課が合同で施設の点検を行っています。 

 また、昨年度より、緊急性の高い案件に即座に対応できるよう修繕料の枠予算

を確保し、不具合の早期発見、早期対応に努めているという現状でございます。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 学校の事故は、事故の救済をどのようにするかという問題に

とどめるわけではないと思います。学校の施設や設備を改善することも必要であ

るし、学校の環境浄化の条件などの教育条件の問題についても併せて考えなけれ

ばならないと思います。 

 これらを踏まえ、どのような見解をお持ちか、３期を目指す町長にお伺いをい

たします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これまで学校の子どもたちの教育環境につきましては、各校

長、また教育委員会からしっかりお話をしていただく、これは幼児園もそうなん

ですが。これまでは各学校から個別に上がってきたり、幼児園から個別だったの

を、一度、全校長、また全園長に集まっていただいて、各学校のそういった状況

をお互い共有する。その共有する中で、「うちの学校は、ひょっとしてこれちょ

っと遅れてるんじゃないか」とか「ここはまだ大丈夫だと思ってたのによそは修

繕をして、うちもしなければいけない」だとか、そういった共有をすることによ

ってしっかりと対応をするようにしております。 
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 また、緊急性のある場合はしっかりと上がってきて、これは議会からもご指導

いただいてますとおりに、専決で対応させていただいたり、そういうふうな対応

を今取らせていただいております。 

 いずれにしましても、教育委員会、また現場、ここの連携を密に取りながら、

子どもたちの快適な環境にはしっかり取り組ませていただきます。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 次に、３問目です。小中学校児童生徒の放課後及び休日の生

活についてお尋ねをいたします。 

 本町において小中学校児童生徒の放課後及び休日の生活等についての実態調査

をしたことがあるのかどうか、お伺いします。もし調査をされたのならば、いつ

されたのか、またされたことがないなら、今後についてのお考えをお聞かせくだ

さい。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 放課後、休日についての調査ですけど、特別にそれだけの

調査というのはそれぞれの学校はやってないんではないかと思うんですけど、関

連している調査について話をさせていただきます。 

 まず、年２回の学校評価というのがございます。その中には必ず、家庭での生

活状況を確認する内容が入っています。例えば、何時ぐらいに寝るかとか、家庭

学習はどうかとか、歯磨きはしてるかとか、そういうふうな本当にささいな日常

生活の基本的なことの調査はされていると思います。 

 それから、２点目、小学校６年生、中学校３年生、全国学力調査、これにも生

活状況の調査書が入ります。そこにも家庭生活の様子を調査するような項目がご

ざいます。あわせて、小学校５年生、中学校２年生、今度は県の学力調査があり

ます。この学力調査にもそういう子どもたちの家庭での様子の調査項目もござい

ます。 

 そういうふうなことを含めて子どもたちの現状を把握し、教員が共通理解をし、

どのように学校で対応するかというふうなことも含めて検討しているというふう

な状況でございます。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 民間の調査ですけど、小学校の放課後の過ごし方というのは

「友達を遊ぶ」とか「習い事に行く」が６割以上を占めていると。また、中学生

になりますと「クラブ活動に参加する」とか「友達と遊ぶ」というのがあります。
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クラブ活動が約７割を占めているというふうなことで、放課後の実態がそれぞれ

違うと思います。 

 子どものことを考えて、一度この実態調査をされてみてはいかがでしょうか。

このお考えをお聞かせください。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 何度も言うようですけど、関連して調査を行っていますが、

今言うような、本当に具体的にしっかり調査は行ってませんので、また校長会の

ほうで、そのような家庭での実態を把握してそれを学校で生かすというふうなこ

とも必要だと思いますので、またその点につきましては検討していきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 教育委員会として、小中学生児童生徒の放課後及び休日の生

活指導を学校に対してどのようにしておられるのか、お伺いいたします。 

○教育長（室 秀典君） 教育委員会として、放課後どういう指導をしているかとい

うふうなことでしょうか。──はい。 

 まず、これは平日並びに長期休業がございます。そのときには必ず、やっぱり

生活指導というふうな項目で学校ごとに現状に応じた指導項目があると思いま

す。 

 しかしながら、やはり一番教育委員会としてはこの３点を重視しています。ま

ず１点は、自転車に乗る場合は必ずヘルメット。これは今、県もヘルメットの義

務化といいますか、条例をどのようにするかというふうなことを検討中でござい

ます。多分、義務化になるんではないかと思います。それがまず第１点です。２

点目は、やはり帰宅時間だと思うんです。何時に、それは夏、冬、春とあります

ので、その季節に応じた帰宅時間を厳守させると。それから３点目に、やはり危

険な場所には行かないように。特に川や道路で遊ばないようにというふうなこと。

この大きな３点は、これは絶対、各学校共通した注意事項ではないかというふう

に思ってます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 私の遠戚が名古屋におります。名古屋のそういう教育、学校

では、親に対して、家庭教育が大切だということから親御さんの教育もしてると
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いうことをお聞きしました。本当に、行く際には放置されてるというんか、朝、

子どもがいつ学校へ行って、いつ帰ってきたのか知らないという親も多いらしい

んですけど、そういうふうなことのないようにということで、そういう、ちょっ

と名古屋の人と私会うたんですけど、ある校長さんは「親を教育せなあかんのや」

とかと言ってやってたということがありますので、ちょっとご参考までに。 

 最後に、放課後の子どもたちが遊べるような児童遊園や子ども広場等を含め、

子どもの遊び場等についてどのような方針を持っておられるか、お伺いをいたし

ます。 

○議長（奥野正司君） 建設課長。 

○建設課長（家根孝二君） まず、子どもの遊び場につきまして、ハード面から申し

上げたいと思いますが、町内には遊具が設置してある公園が１７か所あります。

建設課におきまして昨年度、業者に委託をかけまして遊具の総点検を行いまして、

その結果に基づき順次修繕などを行いまして、子どもたちが安全で安心して遊べ

るよう、建設課としては努めているところであります。 

○議長（奥野正司君） ６番、齋藤君。 

○６番（齋藤則男君） 親御さんからは、やっぱり遊び場が少ないということが本当

に時折聞かれます。ぜひとも、子どもの遊園というんですか、子どもが楽しめる

場所、安心して遊べる場所というのをひとつ、早め早めに手を打っていただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

 ４０分より再開します。 

（午前１０時３０分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時４０分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、１番、松川君の質問を許します。 

 １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） お願いします。 

 久しぶりに一般質問、６点に挑戦をいたします。通告書に書いてあるとおり順

次やっていきますけれども、１、２、３番目は主に学校のあり方検討委員会のア

ンケート考察に係る委員長整理ということで、視点を違って３つに分けさせてい
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ただきました。１番目は保護者の適正規模についての様々な観点を探る、２番目

は地域住民の観点から気づかされたこと、３番目は小中学校の教員の悉皆調査は

意義深い、４番目は松岡西幼児園の閉園後の再利用を今から、５番目はふくいＡ

ｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジェクトの成功のため

に、６番目は残されたラッキーの再活用を考えるということであります。順次行

います。 

 先々月だったと思いますけれども、永平寺町学校のあり方に関するアンケート

調査の結果報告書を頂きました。その中に「永平寺町のアンケート考察に係る委

員長整理」という題のペーパーがついていました。これ非常に分かりやすく簡潔

に書いてあったので、資料そのものが４００ページにわたる膨大なもので、多少

読まさせていただきましたけれども、このペーパーは非常に助かりました。それ

を読んでの感想文のような一般質問であります。 

 そのペーパーですけれども、Ａ４判に約２，６００字、項目は１３個ありまし

た。今回はその中でも３項目に絞ります。その３項目というのは、１つ、先ほど

も申し上げましたけれども、小中学校の保護者の適正規模についての様々な観点

を探る、２番目は地域住民の観点から気づかされたこと、３番目は小中学校の教

員の悉皆調査は意義深いであります。 

 それに入る前に、このペーパーの冒頭に、アンケートの回収率の高さ、白紙記

述の少なさ、町民の皆様の意識の高さ、ご協力に心から感謝したいということが

書かれてありました。確かに私自身も、住民の皆さんからは、子どもを含めて膨

大な意見の記述をいただいた。委員長が心から感謝するのもうなずけます。住民

の意見は誠に頼りになります。改めて、アンケートの結果を熟読しなきゃならな

いと思っております。 

 委員長整理で、最初、一通り目を通してすぐ気がついたことがあります。それ

は「適正規模」という言葉が全体の中にあちこちにちりばめられていますという

印象を持ちました。といっても数えてみたら６か所でありましたけれども、これ

はやっぱり何らかの統廃合をしますという強い意思の表明と私は受け取りまし

た。 

 通告書でお示ししたように順次進めます。 

 まず１番は、これらの冒頭で「保護者は、適正規模が必要な理由を様々な観点

から記述している。」と書き始まっていますが、実際２５個の理由を述べられて

います。２５個のうち、大体はそうなんだろうなというふうにこれは理解できる
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んですけれども、例えば「男女の程よいバランスの中で学ぶことが大切」だとい

う理由、あるいは、合唱、スポーツ、ディスカッションで人数が少な過ぎると成

り立たないという理由、あるいは、多種多様な価値観に触れられるからという理

由というふうなことで分かりやすいのがほとんどなんですが、中にはちょっと分

かりづらい、そんなのもあったので教えてほしいと思います。 

 例えば「ディベート学習を行うとき」と書いてありました。あるいは「話し合

いの活性化」、あるいは「「同じ」と「違う」について両方考えられる」、ある

いは「少なすぎると新しい環境に順応しにくい」「トラブルがあった場合に逃げ

場がない」、あるいは「マイノリティへの配慮を学べない」、あるいは「少なす

ぎると学習の勢いが出にくい」、切磋琢磨することも大切であるという理由、あ

るいは財政面でも効率的という理由ということで、私は９つも出させていただき

ましたけれども、一つ一つはやるつもりもありませんけれども、その中で幾つか

教えてください。 

 まず一つは、ディベートのことです。ディベート学習というのは授業の中にど

のぐらいやってるんかなという。小学校とか中学校とは違うと思いますけれども、

私はそんなに印象としてやってないんじゃないかというふうに思うんですが、間

違ってたらごめんなさい。まずは教えてください、どのぐらいの頻度でやってる

のかということ。 

 もう一つ、さっきも「「同じ」と「違う」について両方考えられる」という、

これが本当に分かりづらいです。これを初めから教えてほしいと思います。 

 一つ、「少なすぎると新しい環境に順応しにくい」とありますけれども、新し

い環境とは例えばどういう環境だというふうに、具体例を言ってくださると分か

りやすい。 

 もう一つ、「トラブルがあった場合に逃げ場がない」というのが、一番私は読

んでて奥が深いなと思ったんですけれども、大切なことを言っているんじゃない

かなと思います。トラブルってどんなトラブルなのかということを知りたいです

ね。私はいじめのことを言ってるんじゃないかというふうに想像するんですが、

そのときには人数が多いと逃げ場があると言っているようで、そうでないのかと

いうことも理解しづらい。 

 「マイノリティへの配慮を学べない」も分かりづらい。マイノリティというの

はＬＧＢＴのことを言っているのか。私は、マイノリティについては関連的な説

明でいいと思っていますけれども、違うのかということ。 
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 もう一つは、「財政面でも効率的」とありますけれども、これはやっぱり効率

的というかどうかの数字の説明が不可欠と思うんですが、そういうデータはある

のか。何となくでは説得力がないんではないかと思っています。 

 計６件について教えてください。ここで一区切りつけたいと思いますので、ご

答弁よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） いよいよアンケート調査が終わり、集計結果を基に答申に

向けて検討が始まります。松川議員には事前に、実は３１日に検討委員会が予定

されてたんですけど、これ８月ですけど、コロナで延期になりました。事前に資

料を各委員さんには配付してます。その資料をしっかり読んでいただいていると

いうふうなことで、本当にありがとうございます。 

 いろいろ今、ご指摘の疑問点等がありましたが、議会より代表の委員さんがお

二人検討委員会に出席していますので、その委員さんを通して次回の検討委員会

でご質問をしていただければというふうに思ってますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） 教育長がそうおっしゃるならそうしますけれども、今、前半

に言われたことはペーパーで書いてあるということですね。３１日に行われるは

ずの検討委員会で委員さんに詳しく説明してあることがあるということやね。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今私が言ったことをもう一度確認させていただきます。 

 ８月３１日に検討委員会が予定されてました。その検討委員会を開催するため

に資料がまだ行ってませんか。 

○１番（松川正樹君） 来てないです。 

○教育長（室 秀典君） そうでございますか。すみません。こちらのほうがちょっ

と間違っておりました。開始が延びたので、もう早々に資料を配付させていただ

きます。日にちもコロナの関係で決定できないような状況でございますので、そ

の辺、日程が決まりましたら早々に資料を委員さんの手元に配付させていただき

ますので、その資料をそれぞれの議員さんがまた目を通していただきたいという

ふうに思ってます。大変失礼いたしました。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ２番目に進みます。 
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 ２番目は、地域住民の観点から気づかされたことであります。 

 一番気になったことから始めます。書いてあったことをご紹介いたします。「適

正規模は教育環境において重要で、統合も仕方ないという声が多数であった。た

だし、地区から学校が無くなることが人口減に拍車をかけるから、「学校をなく

してはいけない」という現状維持を望む声が、一定数あった。」と。多数のほう

が一定数よりも当然数は多いのでしょうけれども、多いほうで決まりという言い

方は決してしてないと。そこら辺は慎重で、誠に結構かと思います。 

 学校をなくしてはいけないという地域住民の心情も、十分分かり過ぎるほど分

かります。しかし、「学校がなくなることが人口減に拍車をかけるから学校をな

くしてはいけない」と言われると、ちょっと違うと思ってしまいます。私もアン

ケートの記述欄は相当読み込みましたけれども、そういう印象の意見はなかった

ように思います。あまりなかったように思う。私は、これは人口減の次元の話で

はなくて、学校の廃校は地域が寂れていく、あるいは最悪の場合、地域がなくな

るかもしれないという本気で心配せざるを得ない未来を想像してしまうことにあ

るんだと思います。かといって、とても心配ではあるけれども、住民は「学校を

なくさないで」と言うしかなく、学校をなくさないためにどういう政策を打った

らいいのか、一住民の立場で考えるだけで終わってしまう現実があります。発信

できない事情もあります。 

 私は個人的には、それはそれで私自身はそれに寄り添いたいし力にもなりたい

と思っておりますけれども、委員長整理の文言「地区から学校が無くなることが

人口減に拍車をかけるから、「学校をなくしてはいけない」」とした根拠をお示

し願いたいと思います。 

 今まで地区には小学校も中学校も立派にあったのに、地区によっては人口減も

少子化も起きてきたのであります。この本当の理由は、その地区ごとの事情や歴

史について細かく吟味しないと駄目です。 

 ただ、一つだけはっきりしているのは、もう皆さんもご存じのことですが、永

平寺町の東方面から松岡のほうへ、主に清流地区へですけれども、若い世代の人

口移動が起きてしまった。その松岡の魅力は単純です。福井市内に近いからです。

これだけではないでしょうけれども、清流地区はいまだに住宅ラッシュが続いて

います。 

 松岡が選ばれた事情は理解できますが、もっと大事なことは、元の住んでいる

ところを出た理由が何かということであります。本当のことを知ることは誠に怖
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いですけれども、分かっていないと同じ失敗を繰り返します。大げさなようです

が、下手をすると１回の統廃合で事が済まないとなることです。これは私が一番

心配してます。地区によって人口減や少子化がひどく起きたのではないかです。

それを明らかにしないと前に進まない。そんなに難しいことではないですね。そ

の地域なり地区にどんな政策が施されたのか、導入されたのか、あるいは何もさ

れないまま放置されたのか、振り返ればいいと。その地域の皆さんも記憶にある

はずであります。 

 もう一つ気になったこと。「人口減少問題は学校だけで考えるのではなく、町

政全般の問題として考えるべき」ということが書いてありました。一見そのとお

りで、もともと町政全般のマターを学校教育のマターとして取り扱えと言われて

も無理がないと私は思います。そういうことで、検討委員会もこれからは逃げて

もいいなということを感触として思っております。 

 しかし、地区によっては、どんどん少子化なり、あるいは人口減少が起きてい

ても対策らしい対策を打たないで、結果的には放置されてきたも当然で、すっか

り諦めモードの地区もあります。学校教育を取り巻く環境の問題の多くを今頃何

とか考えろと言われても確かに無理があるところです。そうは思いますけれども、

「乗りかかった船」という言葉もあります。我々の永平寺町であります。せっか

くの御縁でもあります。統廃合は一見学校教育のマターではあるが、いい意味で

この際、町政全般のマターに広げてもいいと私は思っています。そうなり得ると

思っています。一点突破主義ではないですけれども、とことん考え抜いた統廃合、

ありとあらゆる問題点を出し尽くし、総合的に合格点がいただける統廃合はあり

得ると信じています。 

 お隣の勝山市の中学校再編案も今、住民説明会の段階に入っています。３中学

校を１校にして勝山高校敷地内に新設する計画ですけれども、２０２７年春の開

校を目指しています。目玉は魅力的な中高連携教育ですけれども、新しい一つの

ベクトルを示しています。地域の生き残りをかけた必死さを感じます。永平寺町

も新しいベクトルを示すべきで、子どもたちの学ぶ権利を保障しながら地域の新

しい方向性を指し示す未来図を描いていただきたいと思いますし、それが十分で

きる能力も潜在力も住民は持ち合わせています。委員長整理の報告もその決意と

表明しています。 

 １番と違って２番はお答えしやすいと思いますし、何かご意見がありましたら

お願いいたします。 
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○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 人口減少の話、またこの学校が人口減少の一つの大きなキー

になるのではないかというお話の中で、実は、例えば志比北エリア、ここには黒

龍さんが「永（とこしえ）の里」をする。そこでまたいろんな企業が集まって一

つの地域振興の核となる。また、志比北振興会の皆さん、近助タクシーとかいろ

いろなそういった企業の誘致の中で常に人口対策とか前向きな、本当に町にいろ

いろなご提案をいただけるようになってきた。また、それに合わせて今度は吉野

地区、この計画を何とか地区を挙げて市街化調整区域を変える。これが人口増に

つながる。そういった、これからマイナスの考えではなしにプラスの考えの中で

どういうふうにこの地域をしていこうか。その中で学校の位置づけ、こういった

こともしっかり考えていただいているといいますか、そういった住民の皆さんの、

何を中心に盛り上げていくか、そういったことが今大きく芽生えてきているなと

いうふうに感じております。町として、その地域を悲観的に考えていただくので

はなしにどういうふうなところが財産になるか、これを皆さんが本当に積極的に

取り組んでいただいているのが日に日に大きくなっているのを今感じておりま

す。 

 ある地区で少しお話しさせていただいたときに、「自分の地区は人が少なくな

るから」とか「あれが駄目だから、駄目だから」と悲観するところには多分人は

来ない。やっぱり自分の住んでいるエリアをどんどんどんどん自慢しているとこ

ろに人は関心を持ってきて、またそこに住む。こういった自慢できる、そういっ

たところもしっかり見つけていただいたり、また、町が核となるものを皆さんと

一緒につくっていってそういった空気をつくっていく。こういったことが今大切

かなというふうに思っております。 

 この学校の個々のいろいろな課題につきましては本当に、教育長が諮問してお

ります諮問委員会、今、松川議員も評価をいただいておりますが、しっかりいろ

いろなアンケート、また各ジャンルから出ていただいております委員の皆さんが

積極的にやっていただいておりますし、またここで３月いっぱいまで、ちょっと

延びるかもしれませんが、教育長に答申もいただきます。今いろんな声をいただ

いているこの委員会をさらにしっかりしたものにしてほしい。松川議員のいろい

ろな提案、これをぜひこの委員会の中で、こういうふうな疑問を持っている、こ

れはどういうふうにクリアしていくとかいうのもぜひ、あと３回ありますので、

ここの中でぜひ詰めていただいて、松川議員の意見とかいろいろな議員の皆さん
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の意見の全てができるかどうかはその委員会の皆さんの話合いの場の結論になっ

ていくと思いますが、ぜひぶつけていただいて、本当にこの町の答申をいただけ

たらなと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 私のほうからも一つお願いしたいと思います。 

 それぞれの議員さんがいろんなご意見をお持ちだと思います。そういうふうな

のを、やはりぜひまとめていただくといいますか、特別委員会を設置していただ

くというふうな方向でぜひお願いしたいというふうに思います。そして一人一人

の議員さんの意見が検討委員会のほうに伝わるような、そういう仕組みにしてい

ただけると非常にありがたく思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございます。 

 今回の中間答申案というか、結構本当にいい出来だと思ってるんですね。ただ、

いい出来なんですけれども、若干やっぱり疑問だとかちょっとおかしいんでない

かということを思うので、それにお答えいただきたいということで少し言わせて

もらいましたけれども、今、特別委員会なんて言われましても、私はそちらに答

える立場にはないので、議長様にお任せをしたいので。 

 それでは、３番目に行きます。３番目は、これはかなりべた褒めします。 

 ３番目のテーマは、教員の先生方の悉皆調査ということであります。 

 私、おかげさんで、この悉皆調査の「悉皆」という言葉を今回初めて知りまし

た。悉皆とはことごとくという意味で、永平寺町の小中学校の先生方の全員の意

見を網羅したということであります。 

 さすがに先生方というのは、もちろん地元の小中学校で教員をされて、地域と

も、あるいは家庭ともつながっていたり、あるいは、人によっては社会教育主事

だとかスポーツ主事だとかあるいは指導主事という形で結構地域に入っていって

おりますので、そういう方々のご意見というのは非常に尊重したいと思います。 

 はっきりと数字も出されました。ご自身のこれまでの学校での実践教育を振り

返って未来の展望をはっきりと描いています。まず、１学級１０名以下の人数が

常態化した場合はよい環境とは言えず、統合について該当地域との話合いを持つ

必要があると言い切っている。さらに具体的数値を示している。小学校は最低限

度１学級１０名の人数が必要で、できれば１学級２０名前後の学年複数クラスが

理想的と答えている。中学校では学年複数クラス、できれば４クラス、１学級２
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０名前後が理想的であるとの現場を知り尽くした感覚からの判断なので、私ども

も大いに参考になります。永平寺町内の各種小中学校を勤務されたりね。それは

先ほど言ったか。 

 ただ、残念なのは、非常にご立派な意見ではあるんですが、それは、ここで私

自身の意見はあまり言いませんけれども、やっぱり残念なのは、いい意見である

から、もうちょっと早くこういう考え方を明示してくれるとよかったんでないか

というふうに思います。もっと早く指針として出されるとよかったなと思います。

今後も協働して、独自の先進的カリキュラムづくりを本当にしていただき、学校

の在り方の理想像を追求していただきたいと思っています。 

 先ほども触れましたけれども、学校の在り方の理想を追い求め、実際に理想を

実現することによって、教育や学校のアップに限らず、地域全体の経済や文化や、

あるいは政治、社会も同時にレベルアップすることになるのではないかというふ

うに私は本当に思っています。やり方次第で永平寺町の底上げは実現されるので

はと思っております。今後もそういう政治の相当のエネルギーをこのベクトルに

育てていただきたいと思います。ベクトルとは方向性とパワーです。 

 この一般質問は、今回提出されました永平寺町のアンケート考察に係る委員長

整理に関する私の感想であります。私の感想に対するご感想をぜひともお聞かせ

願いたいと思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 松川議員のご意見をぜひ、議員代表の委員さんを通して検

討委員会のほうに提案をしていただけると非常にありがたいと思います。本当に

ありがとうございました。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 本当に松川議員は熱く、いろいろな思いでこの永平寺町の学

校の在り方を考えていただいているなというふうに思います。 

 今ほどの教育長のお話にもありますが、これだけ一生懸命学校の在り方を考え

ているこの委員会、ここを本当に、答申をいただく中で、いろいろな議員の皆さ

んの中でも意見があると思います。こういった意見をしっかりとぶつけていただ

くといいますか議論をしていただきまして、答申が出たときには、この答申は本

当にいろんな声の中でつくられている答申、またその中でも、議員の皆さんもい

ろんな答申に対していろいろなご意見も出てくると思いますが、まずは今回の委

員の皆さんの、ここを本当に皆さんの議論も交えていいものにしていただきたい
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なと思いますので、ぜひよろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） 続きまして、４番の質問に移らさせていただきます。 

 ４番目は、松岡西幼児園の閉園後の再利活用を今からというテーマであります。 

 そもそもこの用地は、昭和３０年に松岡の戦災復興を目的に都市計画法に基づ

き公園にということがあったらしいんですけれども、その後、地元の要請に応え

て保育所として長年地域のために存在し、貢献をしていただきました。それが今

回の幼稚園、幼児園の再編の流れの中で、令和５年の３月末日をもって閉園する

こととなりました。 

 長い歴史に幕を閉じるのでありますけれども、ついこの間の保護者さんのアン

ケートにも本当に寂しいと意見がございまして、ぐっとさせてもらったものであ

りますが、その頃から本当は、閉園後の利活用はどんなふうに考えてますかとお

聞きしたかったんですけれども、さすがに早過ぎるだろうということで随分待ち

ました。議会の中でも建設課の課長さんが建設課の立場で、もともと都市計画で

は公園の用地と決まっていた経緯もあるから公園にしたいという旨の話も聞いた

こともあります。 

 ただ、そのときは聞いてはいましたけれども、決定事項という、あるいは正式

決定事項というニュアンスではなかったし、そのうち話題にもなるだろうという

ことで心静かに待っていたのですが、その間、先に、住民の皆さんから問合せと

かあるいは具体的な提案をいただきました。その都度こちらも役場さんに確認さ

せてもらったんですけれども、お答えは、何も今のところ再利活用は正式には決

まっていない、これから決めていくということでありました。なので、もう待ち

切れずに、住民の方々あるいは私の要望を申し上げさせていただきます。 

 一人の方の意見は、昨日の一般質問でもありましたけれども、お館の椿のこと

ですね。お館の椿をもうちょっと公園化して、かつての松岡は城下町であったと

アピールし、歴史を慈しむまちであることを発信するということであります。地

元の長岡議員も頑張っていらっしゃるので、それはそれで何とか直していただき

たいと思いますが。 

 それで私、西幼児園は葵３丁目ですね。ちょっと場所的に離れていますけれど

も、葵１丁目のお館の椿は本家みたいなものと考えて、役場さんには西幼児園を

公園にしたいというのが心中のようでありますので、それはそれで結構でありま

す。賛成いたします。それをどういう公園にするかということが大事であって、
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私は、本家の椿の種を頂き、椿公園にしたらどうかというふうに思っています。

これは住民の方の意見ではありますが、西幼児園の椿公園を分家としたらどうで

しょうかということであります。あの場所は車の通りも多く、非常に目立ちます。

世の中には分家が本家よりも栄える、あるいは大きくなることもありますので、

私は本家のお館の椿もきっと喜ぶと思います。 

 もう一つの提案です。一月ほど前に各地区の自主防災会の会の会長さんらの７

名様と私ども総務建設常任委員会が防災全般について意見交換会を開かさせてい

ただきました。そこの会長さんも防災に対する熱い思いがあり、いろいろと語っ

ていただき、私どもも勉強になった次第でありますが、その際、印象に残ったご

意見がありました。それは、清流地区の方々は、九頭竜川氾濫を想定した被害で

あれば、高台に逃げろとなるとその場所は松岡公園になるようです。考えてみれ

ば相当の距離にもなるし、第一、松岡公園には今のところ屋根のある建物はあり

ません。高台はどこか近くにと考えたときに、閉園予定の松岡西幼児園しかない

と考えました。北電の体育館も考えましたけれども、高台でもないし、どうも北

電さんのご都合で避難所としてはご理解を得られていないそうであります。 

 どちらにしても、逃げる先が松岡公園では申し訳なさ過ぎると。もっとも今の

スペースだけで十分あるかどうかも分かりませんけれども、私は、西幼児園を避

難場所として椿公園と併せてご検討をお願いしたいなと思うところであります。

お館の椿のお館のほうは、平面図が町史に残っているのを見たことがありますけ

れども、相当広いですけれども立体図は見たことがないので、そこら辺は想像力

を駆使して当時のお館をイメージできるよう、西幼児園を多少リノベーションで

きないかと考えています。素人でも芸術家になったつもりの着想と努力で江戸時

代がよみがえる、歴史の復活と防災との一石二鳥であります。 

 西幼児園を取り壊さないで再生させたいというふうに思っているところであり

ますが、どうでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 総務課長。 

○総務課長（平林竜一君） 西幼児園の跡地ということで、西幼児園の用途廃止がな

くなると普通財産になるということで、ちょっと総務課のほうからお答えさせて

いただきますけれども。 

 議員仰せのとおり、敷地は、都市計画上の用途区域の中で都市公園と通常の地

目が宅地部分に分かれております。都市公園の部分につきましては、今言いまし

たように、幼児園としての用途が廃止になった場合には都市公園として共用する
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というのが本来の考え方でありますし、３月議会でもご答弁させていただいたそ

の考えに変わりはないという状況です。 

 今議員おっしゃったように、その都市公園をどのような公園にするかというこ

とについては十分検討が必要だと思いますけれども、また、宅地部分についても

どういった、全体的に利用するのか、部分的に利用するのか、その利用方法につ

いては十分検討が必要だというふうには考えております。 

 また、施設の再利用ということですけれども、築４０年が経過しておりまして

外壁等の損傷も進んでいるという状況の中で、長期保存というようなことを考え

ますと大規模な改修も必要になってくるというのは否定できない部分であります

し、多額の経費も必要になってくるということは考えられる可能性があるところ

でございます。 

 現時点では、やはり本来の都市公園として共用するということと、その際にど

のような公園にするかということについては、各課、情報共有しながら検討して

いきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この公園につきましては、長岡議員の一般質問でもお答えを

させていただいております。 

 やはり松岡地区の西エリア、いろいろな地目が公園のところに、松岡は地面が

ないところだったのでいろいろな公共施設が建っておりました。本当に公園が少

ない町ということで、今回、この地目どおり公園で整備をしていきたいというの

も長岡議員のところで申し上げております。 

 長岡議員のご提案でもよく似たご提案をいただいております。今、公園等を残

して、３分の２が公園、３分の１が宅地となっておりますが、あそこは少し段差

もありますので、ちょっと土地の使い方、こういったものも見ていかなければい

けないなと思いますし、あと、今ほどありました建物につきましてもやはり老朽

化が進んでいますので、それを残して施設にするのか、これはしっかり、建物が

この先どれぐらい使えるのか、そういったことも考えていかなければいけません

し、また、防災公園という位置づけで、最近は公園のあずまやを、災害が起きた

場合は幕をつけてテントにしたり、バーベキューといいますか炭をおこせるよう

な、そういうふうなベンチで非常食とか炊き出しとかに使える、そういった公園

もあるようです。そういったことも併せまして、公園にはしていきますが、いろ

いろな機能を持たせる。せっかく造りますので、そういったことも考えていきた
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いと思っております。 

 お館の椿につきましては、昨日、生涯学習課も言いました、種を育てるプロジ

ェクトというのが、子どもたちとかと一緒にする中で、あそこに、もちろんシン

ボルの桜の木はやはり残していかなければいけないなとも思いますし、それに併

せてそういったツバキとか、町のいわれのあるアブラギリとか、こういったもの

も植えていくことも可能かなというふうにも思っております。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございました。 

 いろいろ乗り越えなきゃいけない壁も幾つかあると思いますが、結果的には住

民の皆さんが喜んでいただけるような西幼児園の再利活用ができたらと思ってお

りますので、よろしくお願いをいたします。 

 ５番目の質問に移ります。 

 ５番目、ふくいＡｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジ

ェクト成功のためにということであります。 

 ふくいＡｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジェクトと

いうのをテーマにして、今しまったなと思ってるんですけれども、これ最初は英

語で書いてあったんですね。さすがに英語で書いてもちょっと理解ができんだろ

うということで、私、片仮名にしたんですけど、片仮名にしても同じですね、考

えてみたら。まずご答弁される方、一応ふくいＡｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ

 Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジェクトの日本語としての意味をちょっと分かりやす

く、私も直訳すれば分かりますけれども、この実行委員会の意図としてこういう

名前をしたかということについて、まずご説明を願いたいと思います。 

 それで、その説明を私も今まで二度受けました。ペーパーで、１回目は総合政

策課さん作成の資料による説明、２回目は生涯学習課さん作成の資料による説明

でしたけれども、２回ともあまり根掘り葉掘りした説明ではなかったので、一般

質問で詳しく教えていただきたいと思っております。資料にありましたこの事業

の概要、目的、実際体制を熟読しましても、中身に具体性が欠けているので理解

するのは本当に難しかったです。 

 まず、このプロジェクトのサブタイトルのように書かれてあったのは、エバレ

ット・ケネディ・ブラウン氏を中心とした芸術家活動に基づく永平寺町関係人口

創出プロジェクトということが書かれてありまして、これ言ってることは分かり

ますけれども、芸術家が何人来られるのかというと、数えるほど。ワークショッ
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プでは３人、別の日の展示会については未定ですけれども、どれほどの関係人口

を創出できるのかということについては私自身はちょっと極めて心配なんです。

目的には、「芸術と地域の文化資源を組み合わせることで新しい価値、作品を生

み出し、アナログ（リアル）、デジタルエコノミー（経済）の新たな関係人口を

創出していくことにより」と書かれてあります。ここでも関係人口創出でありま

す。 

 あと、目的に書かれてあったキーワードを紹介します。創作活動を通じたシビ

ックプライドの醸成、伝統工芸、地場産業との連携による地域経済への波及、海

外芸術家ネットワークによるインバウンド促進となっています。いずれも格調高

い目的ばかりで、目標としては評価できます。かっこいいです。物すごくかっこ

いいです。目標が達成されればこんなにいいことはありません。ただ、いずれも

後半の部分の言葉であります。関係人口の創出、あるいはシビックプライドの醸

成、あるいは地域経済への波及、あるいはインバウンド促進からは、本来の文化・

芸術の実践よりも経済効果のほうに意識が向いているというふうに感じます。 

 言い方を変えます。もう一つ付け加えて書いてありました。県大経済研究所の、

今日も話題に出てましたけれども、新型コロナウイルス感染症に関する永平寺町

生活実感調査報告書に基づく政策提言、文化・芸術分野と創造性支援の重点化、

創造性を育む場所や機会、文化・芸術分野についても知ること、始めること、参

加できる場づくりに関する事業として実施するという部分のほうが、私は説得力

を感じますし、かぎ括弧の中に書かれてあった「創造性をはぐくむ場所や機会」

あるいは知ること・始めること・参加できる場づくりのほうが住民も意識しやす

いし、理解しやすいのではないかというふうに思っています。永平寺町の行政も

このことに力点を置いてくれたほうが住民も動きやすいのではないかというふう

に私は申し上げたい。 

 実際、県大の同報告書にも、併せて政策提言として「永平寺町でのウェルビー

イング・幸せを構成する分野別満足度において「文化・芸術」の満足度が最も低

く、また、まちの幸福実感要因において「永平寺町は創造性をはぐくむ場所や機

会がある」という“創造性”に関して実感が十分に得られていない」という指摘

がありました。だからこの弱点をいかに克服するかであります。提言にもありま

す。具体的には、永平寺町の文化・芸術分野について知ること・始めること・参

加できる場として文化・芸術分野の各種講座の充実、若年層の新しい文化・芸術

に対する支援、燈籠ながしなどの象徴的な文化・芸術行事への参加型の仕組み強
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化などが考えられるとしています。ずばり私もこれだと思います。 

 幸せの分野別満足度において文化・芸術の満足度が最も低いことと、創造性に

関して実感が十分に得られていないことが分かったのだから、素直に、かつ急い

でこの弱点を克服する政策を打つべきで、今回のふくいＡｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ

 ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅもこれらの目的のために活用する人もいます。関

係人口の創出やインバウンドの創出もいいですけれども、この程度の規模ではそ

の効果も難しいのではないかというふうに心配しています。むしろ住民の創作活

動、芸術活動に力を置き、シビックプライドの醸成を重要視したほうがいいと感

じています。 

 そのためには、ワークショップの在り方を工夫し、住民が参加しやすい形をつ

くる。当たり前のことですが、県大の先生もおっしゃっておられた、事件は現場

で起きている。現場で様々な文化・芸術の講座に励んでいる住民、文化活動に熱

中している文化団体もあります。永平寺町の公民館講座、文化協会の文化・芸術

団体を総動員したらよろしいかと思うところです。 

 ワークショップの例にも書いてありましたフランス人の方の和菓子作りあるい

は韓国の方のピースマスク作りも誠に結構ですけれども、参加人数がそれぞれ１

０人程度ということで、これコロナ禍だから仕方ない面もありますが、もうちょ

っと住民の見学という形もできないかなと。超一流の芸術家の作品作りなら、見

学だけでも得るものは多いんやと思います。エバレットさんの松岡十二曲がりの

ことも楽しみにしています。これも十二曲がりを回って歩いて写真を撮ろうとい

う企画でありますけれども、それもいいですが、私は俳句とか短歌とか川柳でも

いいんではないかと思います。時間がかかるけれども写生大会でもいいんじゃな

いかと、そんなことを執行するためには、実行委員会のメンバーに、経済団体か

らでなくて、普通に地域で活動している、文化活動や芸術活動に参加している方々

に入っていただくといいなと思っています。とにかく成功を祈ることは祈ります。 

 ご答弁をお願いします。 

○議長（奥野正司君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（清水和仁君） それでは、お答えをさせていただきます。 

 まず、Ａｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジェクトの

意味といいますか、そういうところでございますけれども、美術用語ではアーテ

ィスト・イン・レジデンスというふうな言葉があるということで、アーティスト

が一定期間ある土地に滞在をして、常時とは異なる文化環境で作品制作などを行
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うこと、またはアーティストの滞在制作を支援する事業ということでございます。

今回はＡｒｔｓ Ｃｅｎｔｅｒ ａｎｄ Ｒｅｓｉｄｅｎｃｅプロジェクトとい

うふうな名前としておりますけれども、アーツセンターには芸術を拠点または核

となるような場所に集約するというふうな意味を持たせております。その上で、

アーティストを永平寺町に滞在させといいますか、していただき、そこを拠点と

して活動するというふうな意味を思ってつけたというふうなことでございます。 

 新型コロナウイルス感染症に関する永平寺町民生活実態調査の提言にでも、文

化・芸術分野の満足度が低いというふうなことが指摘されています。この事業は、

外国人アーティスト及びその作品を町内に紹介するといった、今までになかった

取組でございます。ということで、私どもも期待しておりましたけれども、議員

おっしゃるように、コロナ禍ということもありまして参加人数も当初の予定とい

いますか計画からは限られてしまいましたが、できる限り喜んでいただける、ま

た、いろんなジャンルの文化・芸術を感じていただけるものとしたいというふう

なことで、実行委員会とか福井県などとも連携してしっかり取り組んでいきたい

というふうに思っております。 

 松川議員のほうから、関係人口が目的となっているのがどうなんだろうという

ふうなこともございましたけれども、まず今年はワークショップ、また展示会な

どを通して文化を広めるということも含めてですけれども、この事業に関しての

住民理解を深めたいというふうなこと、また、この事業を町外、できれば県外、

海外に発信をして、永平寺町はこんなことに取り組んでいるんだというふうなこ

とをお知らせをしていきたいというふうな思いでございます。そういったことで、

次年度以降及びアフターコロナについてはまたさらに発展したものとなるよう

に、文化関係団体、また公民館等、地域の方と一緒に連携をして進めていきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございます。 

 私も最初聞いたときに、言葉は悪いけど、これはちょっと大ごとになったとい

う感じがしたんです。ただ、エバレットさんのことも気になるし、エバレットさ

んが盛んに畳の美術館ということもおっしゃるし、これは面白いなというふうな

ことを思ったんで楽しみにしているんですが、これ初年度は確かになかなかうま

くいかんかもしらんけれども、これ２年、３年後ってずっと続けるおつもりだと
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思うんです。２年、３年で終わらないと思いますので、取りあえず今回やってみ

てということでいいかと思いますが、ずっと時間をかけて育てていっていただけ

ればいいなと思います。 

 なら、次の質問に移ります。残りの１問は短めにします。 

 残されたラッキーの再活用を考えるということです。 

 今、ラッキーの東のほうの跡地にやっとコンビニの建物が建ちました。ここし

ばらくの空白の時間の中、「あの空き地はどうなるの？」と本当にたくさんの方

に聞かれました。私もコンビニになることは存じ上げていたので、正直にそう答

えていましたけれども、聞かれた方の反応は様々でした。またコンビニかという

ことを言われる方もいましたけれども、やっぱり「暗いところが明るくなるから

いいんじゃないの」と言う方が多かったみたいですね。 

 今度は、半分になった、残されたラッキーの建物のほうが気がかりであります。

半分になりましたけれども、そんなに小さくは感じていません。ちょうど主にバ

ローのあったところですから、中へ入ってみると意外と広いと感じるはずです。

ドラッグストアのゲンキーさんがラッキーさんから買い取ったときから、ドラッ

グストアにはならないといううわさが先に立っていましたけれども、実際そうな

りました。 

 残された建物のほうも、いずれはテナントを募集するという計画であるという

挨拶が商工会さんのほうに早々とあったと、商工会の幹部役員さんからも以前聞

いたことがあります。 

 それなら安心と気を取り直していたのですけれども、事態は一向に動かない。

バローさんが撤退してからも３年近くたったのでしょうか、もうラッキーさんの

跡地に食品スーパーが入ることは考えにくいので、これからも周辺の住民の不便

さ、特に車の運転のできない高齢者の買物の不便さ、難儀は続きます。当然、町

にもそういう声は届いていると思います。 

 それと、もう一つ。相変わらず商店の減少が止まりません。これからも先もっ

と拍車がかかるでしょう。人間の老化と同じで、今のところは時間をかけてゆっ

くりと徐々に減少しているので衝撃は大きくないかもしれませんけれども、一度

に２０店舗とかあるいは３０店舗が、商店が消えたら、これはやっぱり地域は大

騒ぎします。慌てます。それも永平寺町でも一等地と言うべき一丁目一番地で起

きている。永平寺町の本庁の存在するところで起きている。役場の隣で、目の前

で起きている。消防車がなくなり救急車が消えたときもショックでしたけれども、
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今のラッキーがあのままではちょっと目を覆いたくなります。 

 ラッキーのことで、私、この３年間ずっと言い続けてきましたけれども、だか

らもうこの期に及んで同じことの繰り返しはもう言わないでおこうと思います。

そこで、決して諦めたわけではありません。勝手に動こうと思います。犬も歩け

ば棒に当たるです。歩いているうちに思わぬ収穫があるものです。住民の声とか

願いを何とかかなえたいという一心であります。一人でかわいそうだと思ったら、

どうかお力をお貸しください。知ってる情報は全てしゃべりますから、どうかお

願いをいたします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ラッキー跡地につきましては、今あそこを買われた企業の方々

がそこのいろいろな戦略、また経営方針を持って考えられているというふうに思

います。行政として、例えばあそこが町有地であったり公共施設でありましたら

いろいろなことを申し上げることはできますが、民間の資産でありますので、今

この場であそこの経営方針とかこういったことを申し上げるのは控えさせていた

だきたいなというふうに思います。また、ただ、松川議員のほうでゲンキーさん

といろいろなお話をされた中でいろいろな提案、そういったものがあればご発言

をいただければいいかなとも思いますが、一民間企業のそういったことも、公平

性、そういった点もありますので、町としてなかなか回答をすることが厳しいこ

ともあるかなと思っております。 

 ただ、今、そういった買物の不便さ、こういった中で永平寺町ではいろいろな

地域で取組も行われておりますし、この松岡地区に関しましては大きく人口も減

っておりません。こういった中でいろいろなビジネスのモデル、商売体系、昨日

も永平寺町内の商売、スーパーさんが新しく、キャッシュレスでレジを通さずに

スマホで買物をするという、そういった最先端の技術を取り入れたというスーパ

ーさんも今出てきております。時代に合ったいろいろな流れの中で、町としまし

てはこういったいろいろな、商工会を通じまして、今回もアンケートで積極的な

投資をしていきたいという中で専決で支援をさせていただいておりますし、もう

一つ、どういうふうにしたらお店が増えるか、これが根本的なところでありまし

て、やはり人が集まるところ、そこが交流人口であったり新しく人に住んでもら

う、こういった中で、そこでまた人が交流して経済が回り、そこに人が住む、こ

ういった好循環の中でも、大きな視点でもそういうふうな取組をさせていただい

ておりますので、またしっかりといろいろな方向性でこの町のそういった経済の
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発展とかそういったものを考えていきたいなというふうに思っております。 

○議長（奥野正司君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（江守直美君） 今、大きく減っているということでございますけれ

ども、経済センサスの数でいきますと、２０年前とかそういうところから比べま

すと減っておりますが、ここ数年はそんなに大きく減っておりません。飲食・小

売業につきましてもそんなに大きな変化はないと思っております。商工会のほう

が把握しております新規、廃業を含めますと、３年間ぐらいで９．７％の減少率

ということで、こちらのほうの会員数も減ってきてはございません。 

 今、町長も答弁させていただきましたとおり、いろんな側面から行政としては

支援しまして、やはり民間の活力、そういうところに期待をして、それとあと、

雇用の促進や町外からの流入、その他の交流人口の促進の増加ということが、選

ばれる永平寺町をつくっていくということでは重要なことだと思いますので、そ

ういうふうに取り組んでいきたいと考えております。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 現在の永平寺町への企業進出、要は働く場の創出の

ことについて、私のほうからお話をさせていただきます。 

 これまでの永平寺町では、様々な規制の壁などによって、なかなか企業進出、

働く場の創出が進んでいなかったというのが現状でございましたが、そのような

状況の中でも、永平寺町への企業進出、働く場の創出を何とかできないかという

ことで、町のほうも国、県等への要望を重ね、また担当者が各種法令を読み込ん

で解決策を的確に探ってきたところでございます。 

 その成果といいますか、もありまして、実際、企業進出の相談の申出は、ここ

最近、非常に多くなっているところです。実際に建設が形となって見えているビ

ーイングホールディングス様や黒龍酒造様のほかにも、現在、地区振興会等に相

談があって話が進められている案件もございます。 

 今年度に入ってからの５か月間の相談件数について申し上げますと、福井北、

永平寺、上志比といったインターチェンジを中心に、１０ヘクタールを超える進

出相談の案件が、今３件話が来ております。また、１ヘクタール未満の件数も８

件話が来ているところでございます。またそのほかにも、現在の敷地を増設した

いというのが１件ございますし、町内で移転したいということで１件、やはり永

平寺町に残って続けていきたいということで、今の場所は変えますが町内の別の

ところでやっていきたいということで１件話が来ているところでございます。 
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 これからも、都市計画区域の見直し等も含めまして、的確な企業進出、働く場

の創出に、町としても全力で取り組んでいきたいというふうに考えているところ

です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、総合政策課からお話ありました。 

 バローさんが撤退するときに、バローの経営されている方とお話をさせていた

だきました。そのときに、なぜ撤退するのか。よく、違ったところにスーパーが

できたからというお話もありましたが、実はそれではなくて、皆さんの買う場所

の形態が変わってきた。例えば、永平寺町の方は福井に勤められている方が多く

いますので、仕事帰りにちょっと買ってきてしまうとか、宅配サービス、こうい

ったことを受けられている方が増えている。現に今この永平寺町内にはいろいろ

な事業者さんが入られておりまして、そのときもお話をさせていただいて、こん

ないっぱいそういったサービスを受けられているんだという、ちょっと今数字は

ありませんが、というのもありました。 

 やはりそういった中で、政策課が申し上げましたとおり、働く場所、人が集ま

る場所、それが一つの大きな企業誘致で、そこで働いている方がまた町内で買物

をしていただく、それによって商店が生まれてくる、こういったまた違う視点で

も取組を今させていただいております。 

 あわせまして、近助タクシーであったりこういった足、こういったこともしっ

かり、どういうふうに落とし込んでいくか、これは松岡だけではなしに永平寺町

全体でしっかりと考えさせていただきます。 

○議長（奥野正司君） １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） 持ち時間が若干ありますので、少しだけ昔を振り返って、今

思うという話をしたいと思います。 

 実は私、随分若い頃ですけど、松岡駅を、あそこの旭ヶ丘山のあの辺のところ

に移転したいという話がちらっと出たことがあるんですね。あの当時の松岡駅の

周辺の商店は結構あの当時は力があったので、多分、反対運動をしたんだと思い

ます。立ち消えになりました。その後のラッキーさんが二度目の立て直しのとき

もいろんな話がありました。商工会館が２階に上がってもいい、あるいは役場さ

んが何らかの形で新ラッキーに入る、そしてほかの商店の人も入ってほしいとい

う話が１回あったことがあります。そのときにその当時の平野副町長がいらっし

ゃって、記憶にあってその話を昔話をしたことがありますけれども、結局それも
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立ち消えになりました。あるいは、役場さんがラッキーに来て、ラッキーさんの

ところが役場がいいんでないかという案も出たことがあるし、あるいは商工会館

の１階を全部お店にしたほうがいいんでないかとかっていろんな話があります

が、全て駄目になりました。 

 だから、これ言うとちょっと嫌らしいこと言うたと思うかもしれませんけれど

も、今回のことは、本当にあと１０年、２０年後、今思うとあれはというふうな

ことにならなきゃいいなということを心配しています。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） いろいろな意見が出てくる中で、やはり公共の施設とか公共

の場合はリスクとリターン、これを求める中で、やはりどうしてもこのリスクの

部分をしっかり考えなければいけない中でいろいろなアイデア、提案は出てくる

と思いますが、公共施設といいますとそういった考えも持たなければいけないな

というふうに思っています。 

 ただ、これから新しい時代になっていく、時代が大きく変わっていく中でいろ

いろなこと、今、松川議員がおっしゃられたのは、ＰＦＩでいろいろ、企業の中

に間借りをして入るとか、そういった先進事例も数年前まではありましたが、今

はなかなかちょっとそこもリスクの面で止まっているかなというふうなことも考

えられますので、またいろいろな民間との連携、これはしっかりリスクも分析を

しながらやっていかなければいけないことの一つだと思っております。 

○１番（松川正樹君） ありがとうございました。 

 これで終わります。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩したいと思います。 

 午前中の質問はこの程度にしまして、午後１時から再開したいと思います。 

（午前１１時４３分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 次に、２番、上田君の質問を許します。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） それでは、私のほうから一般質問をさせていただきたいと思

います。 

 今回の議会には３つ用意させていただきました。まず１つは、いろんな方々か
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ら題材に上げています県立大学の地域経済研究所がやりました新型コロナ感染症

に関する永平寺町生活実感調査についてであります。２つ目が、今年度４月から

始まっていますけれども、３月に出ました第８期の高齢者福祉計画、これも同僚

議員のほうからこの前、先ほど話もありましたが、それについての質問をさせて

いただきたいと思います。３つ目が、コロナ禍において学校再開がされますので、

その学校再開についての再度いろんなところで聞いておりますけれども、確認を

させていただきたいと思いますので、３つをよろしくお願いしたいと思います。 

 まず１つ目ですが、先ほど言いましたように、県立大学の地域経済研究所が今

回のコロナ禍に当たって、いろんな永平寺町の生活実感を調査しようということ

で、その調査書の報告書がありました。それについて説明をいただきたいと思い

ます。 

 その中に、いろんな冒頭の中に、今回のコロナ禍ですが、新型コロナ感染症は、

ご存じのように全世界に蔓延し、世界的規模に拡大しつつあり、なお人類に震撼

と多方面に警告を与えている。そういうような状況にあります。第５波が来て、

ワクチンを打ってからもまた感染する。また新たにデルタ株も含めて新型のウイ

ルスが発生するという状況下にあります。 

 全国では、８月から９月１２日まで第５波のところの緊急事態宣言が東京ほか

１３府県、そして、まん延防止等重点措置は北海道ほか隣の石川県も含めて１６

都道府県があって、福井県だけが国のほうになっておりませんが、福井県として

独自に緊急事態宣言を発令中であります。 

 国内の感染者も１００万人を超えて１３０万６，０００という、８月２３日で

すが１３０万を超えております。死亡者も１万五、六千に達しているという状況

であります。 

 県内では、感染者が２，４４３、それから死亡者も３６人になっております。

町内でも、たしかまだあれですが５１名の感染、そして子どもにも感染をしてい

るというような状況下にあります。 

 このように、私たちの生活の中に常に感染予防に向けた対応が必要となりつつ

あり、誰もが感染するリスク、そして誰にでも感染させるリスク、そういうもの

を意識した生活態度が必要とされています。 

 その中から、マスクの生活、それからソーシャルディスタンスの徹底、それか

ら３密の回避、そういうような形での常態化があります。 

 その中で、生活活動の自粛がこれで２年近くたってあるけですし、人の流れの
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変化が感染拡大に如実に表れている。そういう中で、経済の状況、それから社会

構造の変化というものに直結して、私たちの日々の暮らしを大きく変容させてい

るという状況があります。 

 そういう中で、ワクチン接種が一番ある面では、特効薬ではないですけれども

一番の一つの抑える要因だということで、全国的に進められています。県内では

６５歳以上は９割以上が接種を受け、また６５歳以下の方は約６割強がなってい

ると思います。当町も大体それぐらい、またはそれよりちょっといい状況かとあ

ります。 

 そのため、ワクチン接種率が全体のそういうような形で接種しておりますが、

今はやっている変異株については、変異株の感染者の９６％が変異株に替わりつ

つあるということで、収束までには長期化の様相を呈していると思います。今ま

でのインフルエンザみたいな感染には、四、五年ぐらいかかるんじゃないかとい

うふうに言われているところもあります。 

 そういうコロナ禍の状況にあって、今回、住民生活への適時適切な生活支援体

制を講じるにはどうしたらいいか。コロナ禍における地域住民の実情や生活実感

を調査するということで、今回この新型コロナウイルス感染症に関する永平寺町

生活実感調査というものは非常に有意義であり、また評価されるものであり、今

後の永平寺町の大きな方針の一つになるんじゃないかというふうに思っておりま

す。 

 内容は、感染症の認識と予防対策。それから生活状況。これは、生活の困窮で

あるとか、その中から見えてきた孤独、孤立の状況。それから現在、または今後

考えられる困り事。そして一つは、施策に対しての満足度と、それからどれだけ

変わっているか。それから生活実感というものが今回の調査の内容でありました。 

 調査の結果から、地域に暮らす住民として、改めて安全、安心の暮らしとはど

ういうものか。また、生活様式の在り方はどうなのか。また、そこで提案されま

した幸福感についての満足度というものは、やはり見逃すことはできないのでは

ないかということで、５つの提言がなされたところであります。 

 それについては、同僚議員のほうからもありました。 

 そこで、その中にありました実態の結果について若干お知らせいただきたいと

思います。一応そこに８つ挙げさせていただきました。その中から、まず似通っ

たところで、まず１、２番について、どういうような結果としてあるのかという

のをまずお聞きしたいと思います。 
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○議長（奥野正司君） 総務課長。 

○総務課長（平林竜一君） 生活実感調査の結果でございますけれども、感染症の認

識についてにつきましては、非常に怖いという方が４１．７％、怖いと回答した

方が４７．９％で、８９．６％の方が生活における恐怖としてこの感染症を認識

しているという状況です。また、８６％の方が新型コロナ感染症の生活への長期

的な影響があると感じているということが本件調査で分かっております。 

 また、予防対策につきましては、きちんと予防対策しているという方が４９．

１％、やや予防対策しているという方が４６．８％で、合計しますと９５．９％

の方が生活の中で予防対策を実践しているということが分かっております。また、

マスク着用ですとか手洗い、アルコール消毒といった基本的な予防対策を意識的

に実践しているということが今回の調査で分かったというふうに認識しておりま

す。 

○議長（奥野正司君） 上田君。 

○２番（上田 誠君） 今ご説明ありましたように、町民の方々は、やはり感染症に

対して意識は物すごく高くて、そういうものに対していろんな対応をしていると

いうような生活の実態が出てきたわけです。後でいろんな形で、また課題をお聞

きしたいと思いますが。 

 では、３番、４番、それから５番、６番までの生活困窮、それから孤独、孤立

の状況、そして、いろんな困り事についての実態について、お知らせいただけれ

ばと思います。 

○総務課長（平林竜一君） 生活困窮状況についてでございますが、生活における主

観的な程度として、とても困窮しているという方が４．１％、少し困窮している

という方が２８．８％で、３２．９％の方が程度の差はありますけれども生活に

おける困窮を感じているということが分かってきております。また、今回の調査

では、年収と生活困窮状況に相関関係はないということが見られたという結果と

なっております。 

 孤独状況についてでございますが、町民の３８．６％の方に孤独感があるとい

うことが分かっております。その状況は、高齢層ばかりではなくて、学生層も含

め若年層や減益世代においても孤独をより感じているということが分かっており

ます。 

 孤立状況についてでございますが、友人との交流頻度では４０．５％の町民が

月に１回以下、１２．６％が年に１回以下と回答しております。また、地域コミ
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ュニティ活動への参加頻度も８０．６％の方が月に１回以下ということで、３２．

３％の方が何も行っていないという状況が分かってきております。 

 コロナ禍においては、社会交流の少なさが見られる結果となったと認識してお

ります。 

 次に、現在と今後の困り事についてということですが、現在は特に困り事がな

いというのが３２．４％で首位、トップでしたが、以下、自身の感染のおそれ、

不安が２９．３％、交流機会の減少と続いております。 

 また、今後の困り事につきましては、自身の感染のおそれ、不安と答えた方が

４４．１％で首位となっておりまして、現在の困り事に対して１４．８％増加し

ているという状況でございます。 

 加えまして、コロナ禍における身体的、精神的、社会的な困難や不安が伺え、

一人一人の身体的、精神的、社会的な良好な状態への住民ニーズの欲求が見て取

れる結果となったというふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 今ほどご説明ありましたように、生活困窮、いろんな形で、

後でもちょっとまた触れたいと思いますが、経済支援という形でやってきている。

また、いろんな形でそういうようなところの下支えがあるというのも一つの形で

すが、でも３人に１人は困窮しているというふうな数字がなるわけですね。これ

は、生活困窮の生活支援のところが手厚いいろんな形でやっていただいています

けれども、やはりそういう面もあるんじゃないかというところ。 

 それから、コロナ禍の中で孤独、孤立というようなご説明もありましたが、私

はそれも当然あるんですが、やはり今までの孤立、孤独感、これはいろんな形の

その中の文章の中にも触れていますが、現在の社会情勢の中からもそれが言える

んじゃないか。だからそれがコロナ禍によって顕著に表れてきたということに、

私はそのように思っています。 

 だから、このことについては、今後いろんな形で、内在的に蓄積されたものが

あり、また今後もそれが続くんじゃないかというふうな見方をさせていただきま

した。 

 それから困り事、これについては当然今コロナ禍の中で、うつったらどうなん

やろうか、家族が感染したらどうやろうかというこういうもの。それが今後も含

めて精神的にいろんなプレッシャーなりになっているという見方で、その中のパ
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ーセンテージも約５割近くがそういうふうな思いがあるということで、そういう

ふうに捉えております。 

 では続きまして、今度は７番、８番についての実態の調査結果をお願いいたし

ます。 

○総務課長（平林竜一君） 幸福度と満足度についてでございますけれども、幸福度

におきましては、設問ごとに測定した結果、１１．８％の町民の方が幸福な状態

ではないという回答結果となっております。さらに男女を比較しますと、若年層

は女性の方が幸福度は低い傾向でありますけれども、年齢を重ねるごとに上昇し、

男性はその逆という傾向が見られるということでございます。 

 また、満足度につきましては、幸せを構成する９分野で満足と回答した割合は、

自然が８４．１％、家族、友人との関係が７０．８％、健康が７０．２％の順で

高くなっております。また一方で、文化、芸術が３９．３、学び４５．０、まち

づくりが４５．１の満足度が低いという結果が得られております。 

 生活実感につきましてですが、子育てや町の未来、共助などのカテゴリーによ

って各種生活実感の測定の結果でございますが、町に愛着や誇りを感じるという

のが５１．１％、子育て環境の充実といったことが４１％、町民同士の助け合い

が３４．５％で、実感値が高い結果ということになっております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ありがとうございます。これは私も前回、前々回でしたかね、

幸福度というものをいろんな生活の実態、それから我が町の中で幸福度が一番に

なるにはどうしたらいいかという質問の中にも、９つの分野というのがあって、

それについて挙げさせていただきました。たまたまこれが今回きちっと町内の数

字として表れて、その中で、そこの文章の中にも置いているんですが、幸福では

ない、感じないというのが１１％、１０％以上あるということに、こちらの調査

の中にも示しており、こういうものは政策的に必要であるというようなことが述

べられていました。 

 それから、分野のところですが、自然、人間関係、それから健康、これは永平

寺町の自然環境であったり、いろんな人間性、それから健康について、そういう

ものが芸術文化、それから学習とかまちづくりについてよりも倍近くの数字、半

減しているというような状況も表れてきた。そういうところから、政策支援の必

要性がどこに重きを置いたらいいかが分かるんじゃないかと思います。 
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 それから生活実感、これは当然のように我が町を愛する心、それから今までず

っと永平寺町が頑張ってきたふるさと教育のまちづくりというものが住民の方々

にはきちっと浸透している。または実感として持っている。 

 しかしながら、寛容性と創造性とありましたが、俗に言うそれぞれみんながそ

ういう形の平等性も含めて、多様性も含めて、そういうものの寛容性について。

それから、いろんな物づくりじゃないですけれども、自分たちがそういうものに

入り込むということに関しては、結構低い数字。それも１０％台ということで、

愛着や誇りから見ると３分の１または４分の１ぐらいの数字で表れてきたという

ことで、そういうふうな実態があったかと思います。 

 そこで次の質問ですが、今の実態調査を踏まえて、例えば１番から２番に見え

る課題、それから３番、６番についての課題、それから７、８について。ちょっ

と書き忘れちゃったんですが、７、８についての課題。そういうものがきちっと、

この中の文章も含めて、それをきちっと再認識する必要があると思うんですが、

まず１、２番から見える課題としては、どのように捉えているのか、お知らせく

ださい。 

○総務課長（平林竜一君） 感染症への認識及び予防対策から見えてくる課題という

ことでございますけれども、アンケートの中身を見ますと、多くの方が収束には

時間がかかるというような意識を持っておられまして、感染症が拡大する理由の

中に、予防対策の気の緩みと捉えている割合が４割を超えているというような状

況になっております。 

 そういったことを考えますと、マスク着用ですとか手洗いの励行を徹底すると

いったこと。また、基本的な感染防止対策を含め、３密を回避する対策といった

こと。 

そういった基本的なことを引き続きお願いしながら、やはり慣れによる気の緩み

というものを抑止するということが大切なのではないかというふうに考えており

ます。 

 また、そういった意味では、正しい情報を発信しながら地道に対策を続けてい

くということが課題でもあり、それをやっていくということが今後の対策だとい

うふうに考えております。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 今ご説明いただいたように、やはり強い危機感を持って対応

していかなあかんということ。それから、後でもちょっと出てくると思うんです
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が、集団生活の中でのいろんな再徹底。これは学校であるとかそういうもの、そ

れから施設であるとか、そういうものをきちっと頑張っていこうということ。そ

れから、やはりいろんな危機感の中、それからいろんなモチベーションの中で、

一つ住民に私は訴えたらいいかと思うのは、やはり家庭に持ち込まない。要は家

庭の中に持ち込んでしまうと、私の家もそうですが、家へ帰ったらマスクを外し

て家庭の中で生活している。家の中で結構マスクして生活することはないですし、

家の玄関先にアルコールを置いて、入るときにはぱっと消毒はしますが、危機感

の一つのアピールの仕方として、特に子どもが学校へ行きますので、家庭に絶対

持ち込まないということをぜひＰＲしていただければと思います。 

 それから、ワクチン接種。先ほど言いましたように、６５歳以上は９０％を超

えていますが、６５歳以下の方々はまだ７０％弱になっているかと思いますし、

後でもちょっと触れたいと思いますが、１２歳から１９歳の間の方々は４割か、

この前の９月のあれですと４５％となっていましたかね。そういうものをきちっ

と徹底するということがやはり課題から見えていく一つのあれじゃないかという

ふうに思っております。 

 では続きまして、３番から６番のところについて、どのような課題というんで

すか見解をお持ちか、お聞かせください。 

○総務課長（平林竜一君） まず生活困窮といったことにつきましては、先ほどちょ

っと結果で述べましたけれども、年収によって相関関係がないということではあ

りますけれども、やはり調査の中で、水道料の減免であるとか、スタンプラリー

であるとか、そういったことについては非常に満足度が高いということもありま

すので、さらに生活支援をするという意味では、水道料の減免を引き続き今回予

算に計上させていただいているというような状況もございます。 

 また、孤独、孤立、現在の困り事、今後の困り事等々を考えますと、やはり包

括的な孤独、孤立対策の実施ということも調査報告の中から出ておりますし、そ

れに加えて、文化芸術分野と創造性支援の重点化といったような弱みを強みに変

える取組というものも今後質問になってくるのではないかなというふうに考えて

おります。 

 また、町の幸福実感要因においては、創造性を育む場所や機会があるという創

造性に関して、なかなか実感が得られていないということが分かっております。 

 そういったことに対して、報告会においても大学側のほうからは、決して芸術

的な新しい価値をつくり出すということではなくて、そういうことも必要なんで
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しょうけれども、そういうことではなくて、どんな小さなことでも何か熱中する

ことを新たに始めることによって、新たな人と人とのつながりができてくる。そ

ういったことが幸福感につながっていく可能性があるというような報告もいただ

いているところです。 

 全体的に、やはり社会とつながっているということを実感できるような工夫と

いいますか、そういった環境づくりというものが必要になってくるというふうな

報告会でも意見をいただいておりますし、例えば、ほかの人がやっているいいこ

とを取り入れる、気づきといったことも大事だというふうに考えておりますし、

コロナ感染の状況を見ながらにはなりますけれども、現在できることを新しいや

り方、新しいつながり方で進めていくということが課題であり、そういう取組は

必要かというふうに考えております。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 課長のほうからおっしゃっていただいたのは、そのとおりだ

と思います。 

 ここで出てくる大きなところは、先ほどちょっと触れましたが、このコロナ禍

で顕著に表れたというか、数字的に今回きちっと出たんだろうというふうに思っ

ています。これはコロナ禍だから、若干それなりの上積みはあると思いますが、

やはり人とのつながり、社会環境、要は孤立、孤独ですね、の役割を今回は十分

に果たされたような状況下じゃないというふうにその数字が表しているんじゃな

いかと思います。当然のように、いろんな施策の中には、先ほど言いましたよう

に水道料金の減免であるとか、スタンプラリーであるとか、経済的なものは、コ

ロナ禍も含めて今後いろんな活動の中で下支えしていくものだというふうに思っ

ています。 

 ここで数字的に非常に表れているのが、社会的関わり、人との関わりが月に一

度というのが４０％あるわけですね。そして、年に一度という方も１２％ある。

それから、地域コミュニティの活動、いろんな形での社会参加ですね。それは月

に１回が何と８０％あったわけですね。これは当然、コロナ禍だからなかなかで

きないというので、そういうものを差し引いても結構、出られる方は出るけれど

も、出られない方はずっと今までのとおり出ていないということを言っているん

じゃないかというふうに思います。 

 それから、そういう地域活動に対して、なしだよという人も３２％あった。こ

れは、コロナ禍でない、あとの中の数字のところの提言の中にも、コロナ禍、コ
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ロナがウイズコロナじゃないけれどもある程度終わった時点で、定期的にそうい

うものを調査することが大事だよということで提言にありますが、やはりそれも

非常に大事なことだと思っています。 

 経済的な困惑とかそういう不安、そういうものも当然、下支えとして必要です

が、今後は身体的であるとか精神的であるとか社会的、そういう困難な不安、そ

れを幸福感、先ほどちょっと言いましたが、幸福感の中から、ニーズ調査の中で

そういうものを基本としながらやっていただきたい。そういうものが一つの後の

点に出てくるわけですが、そういうものが見えてきたんじゃないかというふうに

思っています。 

 調査の結果から、それぞれの課題が示された形になっています。一応大きく３

つに分けさせていただきましたが。 

 経済的な施策、これは先ほど言いましたように下支えする施策として、コロナ

禍においては当然でありますし、それはタイムリーな、またスピード感を持って

広く公正に確実に行き渡るというのが下支えのことであると思います。 

 それプラス、今後は今までやっていた継承の中で、やはり心理的な、精神的な

ケア、それから社会的関係性、人とのつながり、そういうものを政策の中に盛り

込んでほしいというふうに思っております。これは大事だというふうに思います。 

 それで、そういう施策の中で、一つ問いとして、包括的な孤独、孤立の対策の

実施はどうなのか。孤独、孤立の問題は現代の社会的な課題であり、コミュニテ

ィ活動、また共生社会、また地域活動の構築に向けた具体的な施策というものは

どのように考えていらっしゃるのか。これは当然、コロナ禍というものをこの提

言の中にも今後見越して、永平寺町の方針の一つの大きな柱になっているかと思

います。それをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず今回、コロナ禍の中でのアンケートを取らせていただき

まして、いろんな施策が止まったことによる影響がこの数字でいろいろ表れてき

たと思います。町としましても、ウイズコロナ、アフターワクチン、そして今国

のほうでもいろいろ議論しておりますワクチンを打った方、また証明をされた方

のいろいろなパスポートというんですか、そういったこととか、いろいろな展開

が変わろうとしている中で、町としては、ここで出てきた部分、止まったことに

よって出てきた影響を新しい形でどういうふうにこの流れの中で再開していく

か。また、新しい事業を始めていくか。または、新しい技術でつないでいくかと
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いうことも大事だと思います。 

 それと今回いろいろこの中で、やはり孤立とか孤独も、一つは多様性であった

り共生、こういったようなことも合わせて盛り込んでいく。例えば公民館活動で

あったり、こういったものも再開する中で、いろんな人が参加できるような仕組

みもあわせてつくっていくとか、人がどこまで接するようになれるか分かりませ

んが、その段階で一つ一つクリアしていって、元のコロナがなかった、アフター

コロナに進めていくか。こういったことをやはりしっかりしていかなければいけ

ないのが分かったアンケートだと思います。 

 生活支援とか経済支援、こういったことは、また引き続きしっかりしていきま

すが、上田議員おっしゃるとおり、やはり皆さん、心といいますか、いろいろ感

じているところをしっかりして、このようにやっていくということも示していか

なければいけないと思いますし。ただ、今こういった緊急事態が出ていたり、皆

で頑張らなければいけないとき、こういったときはしっかり発信をしながらみん

なで頑張っていく。こういったこともしっかり伝えながら、情報発信をしながら

進めていくことが大切だなというふうに思っております。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 時間もだんだん済んできてしまうので。 

 あと、ここに質問で上げたのは、文化芸術、創造性の支援の具体策はどうか。

それから、寛容性視点の強化の具体策はということで上げさせてもらいました。 

 いろんな形で答弁いただければいいんですが、町長が大きくその３つを捉えて

しゃべっていただいたと思っています。いろんなことで、今現在はコロナで滞っ

ているかもしれませんが、今後どうしていくかというのは、きちっと述べている

んだと思います。 

 まず、社会的な人とのつながりをきちっとしましょう。今ほど町長の言葉にも

ありましたが、公民館であるとか地区振興会のそういうものの動き。それから共

生社会。よく地域包括のケアシス 

テム、後にも出てきますが、そういう地域の連帯感の務まるものは何か。そうい

う中には、この提言の中には、いろんな相談窓口をつくるであるとか、コミュニ

ティ活動の中でそういうような取組をやってほしいというところ。それから文化

芸術のところでは、いろんなその中で文化芸術を知って、ちょっと触れて始める、

そういうものをまず大事にしてやっていきましょう。そういうものが先ほど言っ

たバランス的にはそれが必要。それには心のゆとりであるとか、小さなことから
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始めて、その場のそういうものを支援するのが必要かというふうになっていると

思います。それから、寛容性の中からそういうものを、先ほど言った幸福感の視

点を変えながらやっていくということが大事だと思います。 

 同僚議員のほうもおっしゃっていましたが、終わりのところに言葉がありまし

た。「もう少し掘り下げると、経済支援はさることながら、コミュニティとして

の繋がりを活用した支援といった、地域住民が主体となって展開できる施策を求

める声を確認することができた」というのが一つの終わりの中の文章の中に入っ

ています。これが全てを網羅しているんじゃないかと思いますが、今後いろんな

形で施策について、またいろんな形で論議させていただきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 何かあれば。なければ続けていきますけれども。──続けます。 

○議長（奥野正司君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（清水和仁君） 包括的な孤独、孤立の対策というふうな観点の中で

は、生涯学習課も大きく関わるのかなというふうに思っています。特に地域のコ

ミュニティ活動が低下というか縮小というか、していることに対しては、私も大

変危惧をしているというふうなことがありますので、公民館とかスポーツ活動と

かその辺も含めまして、今後、アフターコロナを中心としてになりますけれども、

ぜひ拡張していきたいと思います。 

 ただ、コロナに始まったことではないんですけれども、前から、公民館のひま

わり背高のっぽの大会なんかは、育てるのは各家庭でやっていることかもしれま

せんけれども、それが競い合ってみんなでやることによって、うちも私もという

ようなつながりであったりとか、それを時々公民館主事さんとかが館長も含めて

見にきて話をしたりとか、公民館だよりに記録が載ったりということで、つなが

っている感覚というんですか、そういうことができて、とてもコロナ禍でも有効

な取組だったかなというふうなことを思っています。これも今後も続けていくと

いうふうなことで計画をしています。 

 また、芸術文化に関しましても、先ほども答弁しましたけれども、新しいふく

いアートセンター＆レジデンスプロジェクトなんかも取り組みながら、また今ま

での事業プラス、ほかにも今、文化芸術が低いと言われましたので、取り組んで

いきたいなというふうに思っております。 

 あと寛容性の視点強化につきましては、男女共同参画計画を見直しながら、そ

れを超えた共生社会づくりに向けた計画という形で見直していきたいと思います
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ので、それを基にまた計画も考えていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ありがとうございます。また、これについては皆さんと一緒

に論議したいと思います。 

 では、２問目です。 

 先ほど言いましたように、今年の３月に第８期の高齢者福祉計画が提示されま

した。それについて質問させていただきたいというふうに思います。この第８期

の高齢者福祉計画のさらなる推進、充実に向けてということで、質問させていた

だきます。 

 現在、令和３年度から５年度までの第８期の福祉計画が策定され、実施されて

いるところであります。先ほどの質問にもありましたが、高齢化率、団塊の世代

が７５歳、後期高齢者、令和７年には３３％になるということ。それから、令和

２２年においては団塊の世代のジュニア世代があって３人に１人以上の高齢化社

会を迎える。 

 平成１２年からこれが始まったわけですが、８期でありますが、２０年が経過

して、いろんな取り巻く状況は変わりつつあると思います。高齢化の進行、超高

齢化社会と言われていますし、社会の情勢、いろんな経済的なもの。それから災

害の大規模化。いろんな形で災害が出ていますし、それから福祉避難所も当町は

先駆けてやっておりますが、そういうものの対応。それから今回新たに出ました

新型コロナ感染症の対応。いろんな形で複雑、多岐にわたっています。 

 そういう生活の中で、高齢者だけでなく全ての人々が地域の中で支え合い、自

分らしく生活できる地域社会、俗に言う地域共生社会という支え合いの社会をつ

くるというのが重要かつ不可欠になっているように思っております。それの構築

に向けて、質問させていただきたいと思います。 

 アンケートの調査から行きたいと思います。 

 高齢者の増加、それに伴って今回客観的な数字と、それからアンケート調査。

このアンケート調査は２つありました。介護予防・日常生活圏域ニーズ調査、こ

れは元気なお年寄りの方、介護を受けてなくて支援を受けている方々に対しての

アンケート。それからもう一つは、在宅介護実態調査。これは介護認定を受けて

いる方々に対しての調査の２つの調査の中からなっていると思います。 

 それでは、先ほどほかの方も聞いたかもしれませんが、高齢者の増加に伴って
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実態調査の結果から、お知らせいただきたいというふうに思います。あわせて、

高齢化に伴い健康面も含めて、１、２問についてご回答いただければよろしいか

と思いますので、お願いいたします。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まず、高齢者の増加と生活実態面ということでよろ

しいですか。 

 第８期計画も、７期計画に引き続き、地域包括ケアシステムの構築というとこ

ろで、その運用も含めて推進していきたいと考えております。 

 ８期においても、高齢者人口は増加傾向にあるのは間違いないということ。単

身高齢者の世帯についても増加する。それから、高齢者が高齢者を介護するであ

ろう老老世帯の増加も懸念されております。 

 要介護認定者としては１，１００人、１，２００人までは届かないだろうなと

いうことも想定しておりますし、特徴としては、コロナ禍も相まってということ

で、配食サービスなんかは高齢者福祉の中では増加している。外出を控えておら

れる都合上、多少つながりも薄くなりつつの配食サービスが増加しているという

ところだと思います。 

 今後について、要介護認定者が増えるかどうかというのは、まだ現状では表れ

ていません。表れているのかもしれないですけれども、今後顕著になってくるの

かなというところを思っております。ただ、認定率としては３割に届くというこ

とは恐らくないと思っていますけれども、元気な高齢者もいっぱいおられますの

で、ぜひその方たちのご協力も期待しつつ、生活支援体制整備なんかも進めてい

きたいというところを思っております。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 非常に簡単に説明いただきました。本当は、実態の実数と、

そこから見えるものをおっしゃっていただければ助かるんですが、若干述べます。 

 元気な高齢者の方々のところの世帯数からいくと、老老世帯は５８４世帯あっ

て、独居老人のところは４８５世帯、２つ合わせると１５％ぐらいになるのかな。

１５％強になりますね。それから、今ほど言った日常生活圏域ニーズ調査を受け

て、元気なお年寄りのところは老老の方が３３％、それから老と子どもさんのと

ころも３３、それから独居のほうに対しては１０％、それから残り１６％ご家庭、

いろんな形があるわけですが、その中で８０歳以上、いろんな方、６０歳以上、

それぞれ２５％、そういう方たちがいらっしゃる。それから、介護認定を受けて
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いる方のところでいくと、老老で──その内訳ですよ。老老、それから子どもと

２人、それから独居のところも合わせると、何と６０％以上の方がそういうよう

な家庭でいるということ。 

 それから、介護する人を見ると、５０代、６０代の方が２つ合わせると７０％

ぐらい。それから、７０代、８０代を合わせても３０％。要は、今後何年か後に

は老老の方もどんどん増えてくる。当然、介護認定もありますが、老老で見るそ

ういう家庭がどんどん増えるというふうな数字的には表れています。 

 その中で、介護支援を含めての方は大体２，０００人いらっしゃるんですが、

それから介護のところは先ほど言いましたように１，１００人強ですけれども、

要支援の方が１、２の方はその中の２０％。それから要介護の方も１、２の方は

４０％。それから要介護の３、４、５の方も４０％ということで、それぞれが、

たしか県下一番のパーセンテージというふうに数字的には表れているというふう

に思います。 

 その中で、やはりそういうものを防ぐためには介護予防、先ほど言った元気な

お年寄りですが、それから重点化しないような対策がやっぱり必要であろうと。

その中のいろんな形を見ますと、その原因は何かというと、体の衰弱、それから

転倒などの骨折、それから病気もありますが、だからある面では今後の老人の方

の不安を取り除くためには、そういうものをやはりきちっと、増加に対しての予

防または対策が必要だというのがここの数字的に表れていると思います。 

 それから、いろんな形での介護の状況ですが、例えば金銭的な管理が６７％、

食事が６６％、家事の手伝いも６６％、外出が５５％、服薬云々等が５０％で、

あと認知の方、いろんな生活支援が２０％から少なくても１５％、ほとんどの方

がそういう状況にあると。そして、今後在宅サービスを継続するにはどうしたら

いいか。まずお年寄りの方が思っていることですが、まず移動、移送のところが

約３０％、それからいろんな形でその動向、買物も含めてそういうふうな支援の

方も２０％、２つ合わすと半分がそれですね。いろんなことで在宅をして、その

地域で人間らしく生活できるためには、それがまず必要でしょうと。それから、

配食、それからいろんな家事が２０％弱の要望があるというふうなことが現実的

に表れています。 

 その中で、やはり大変必要なのは、要約しますと、いろんな要介護への進行の

防止、健康寿命の延伸、そういうものをやはりきちっとやっていかないと、先ほ

ど言った後期高齢者に到達する、また団塊ジュニアの方がなるときにはそれを克
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服していったほうがいいですよと、そういうふうな数字が、また気持ちから表れ

ているというふうに思っております。そういうものを実現していくということが

必要だと思うんです。それがぜひまた必要だと思いますので、そういうふうによ

ろしくお願いしたいと思います。 

 そこで、質問の中でこれをちょっとはしょってですね。 

 では、こういうものを、社会的な支え合い、共生社会、地域ケアシステムの構

築と環境づくりの必要性があるわけですが、そのアンケートの中も、助け合って

いるかどうかということで、どちらかというと助け合ってるというのが五、六

十％、しかし、そう思ってないよという方が２０％、それからそういうふうな形

でのネットワーク、地域コミュニティの連携がいろんな形で必要だということの

ニーズ調査が表れています。その中でこの地域包括ケアシステムの構築というも

のをどのように推し進めたらいいかということについてお答えをお願いしたいと

思います。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 詳しいアンケート調査の結果を説明いただきまして、

ありがとうございます。対策、対応としましては……。 

○５番（滝波登喜男君） マイク入ってない。 

○７番（江守 勲君） マイク入ってる？ 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（奥野正司君） 向こうマイク入ってる？ 後ろ。 

○議会事務局長（坂下和夫君） 福祉保健課長、マイク。１回押してください。 

○２番（上田 誠君） こうしてしたほうがいいの？ 

○議長（奥野正司君） ボタン、ボタン。 

○議会事務局長（坂下和夫君） 休憩お願いします。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

（午後 １時５０分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時１０分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） じゃ、ざっくりとお話しさせていただきます。 

 今後の状況ですが、先ほど申しましたとおり、要介護認定者は１，２００人弱
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で落ち着くのではないかな。ただ、高齢者の中でも７５歳以上の方が半数以上い

らっしゃいます。そして重度化も続いていくという傾向があります。要支援者も

約２３０人前後で推移して、要介護３、４、５辺りの重度者は半分以上いらっし

ゃるのかな。軽度者もいらっしゃるけれども重度者もかなりいるという状況にな

ります。 

 そして、アンケート結果ですけど、高齢による衰弱とか転倒とかという言葉が

数多く要介護の原因として見られています。転倒なんかは突然やってきます。骨

が多少もろくなって転倒して入院して、帰ってきたときにはなかなか自由が利か

ないという状況が起きます。いつ起こるか分からないという、災害と同様な考え

方でお過ごしいただきたいなと、介護予防に努めていただきたいなということで

ございます。 

 今後の介護予防事業ですが、効果的なことも踏まえて、高齢者の介護予防と保

健事業の一体的実施というのを見込んでおります。専門職による個人個人の医療

情報なんかも加味して、より効果的な事業を展開していきたいということを思っ

ております。国のほうでも県のほうでも進めておりますし、保健所としても当然

進めていくべきだろうというところです。 

 そのほかの反省点としまして、地域包括ケアシステムという言葉は、我々は毎

日使っている以上浸透しているなと思っていたんですけれども、地域住民の方に

は認知度が低いというのが現状です。自助、共助、公助、こちらを効果的に進め

ていく上では必要な事業なんですけれども、まだまだ認知度は低いというところ

で、地域に入って説明会を開いていくというのをアフターコロナの中では進めて

いきたいですし、現状でもご要望があれば進めていきたいと思っております。在

宅医療、そしてアドバンス・ケア・プランニングというところで、最後のおみと

りまでお話しさせていただくというのが我々の務めだろうと思っておりますの

で、今後とも、地域包括ケアシステムの認知度を高めるといった事業も含めて進

めていきたい。 

 公助に関してですが、介護施設の整備については７期の間で大分進んだなとい

うことを思っております。８期期間中には施設整備は今のところ計画しておりま

せん。若干キャパとしては、もしかすると低くなるかもしれませんけれども、介

護給付費の増加の面を考えると、やはり在宅というところで機能を発揮したほう

が、介護保険料の財政的な負担については大分負担を強いるということはなかろ

うかと思っております。県下でも施設サービスについては若干高い比率を占めて
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おりますので、その点は見直していきたいなというところを思っております。 

 このていでよろしいでしょうか。終わります。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 時間もあれですので。 

 今ほど説明がありましたように、やはり地域包括ケアシステムというのは、先

ほど認知度が低い。だからそれをどうしてやっていくのか。当然、地域が、今ほ

どありましたように、サービスをきちっとしていく。例えば医療と介護の充実で、

うちらやったら町立病院がありますから、その方々の力を借りながら、それから

社協の力を借りながら地域へ出向いてそういうものをきちっと伝達していく。や

はり高齢者のニーズの把握、それから医療、介護、そういうものの充実、それか

ら、先ほどありましたように、元気なお年寄り、長寿命化につながるような、先

ほど言いました、転倒の前には衰弱というんですか、それもありますので、それ

も含めてやっていただければと思います。 

 当然、支え合いの共生の社会づくりの自助、互助、共助、公助ですか、そうい

うふうな形に分けてありますが、やはりそういう面を見える化というんですか、

フローチャート化してぜひ進めていっていただければと思います。その中に、先

ほどの、ちょっと前にありました提言にもありましたように、幸福度も含めてそ

ういう面を見える化にしていただければ助かると思いますので、よろしくお願い

したいと思います。 

 時間もあれなので、次の質問に行きたいと思います。 

 コロナ禍の中で学校再開が始まりました。それで国内でも、いろんな方にお伺

いすると、コロナのデルタ株がお子さん、要は子どもにも広がっているというの

があります。たしか国では結構の数の小学生の方、低学年の方が感染していると

いう新聞記事もありました。それから、対象者が当町にも発生しているという中、

今、学校が始まった中で、学校と家庭との間、また学校の中での感染、クラスタ

ーの発生を何とか抑えていかなければならないというふうに思っております。 

 そういう形で、いろんな面で基本的な感染の対策、それからそのクラスター発

生の回避に向けたいろんな事業、ここにちょっと挙げましたが、学校生活の中、

それから行事のところ、それから中学校ですと部活動、大会への参加、そういう

面でいろんな対策を行っていると思うんですが、そこら辺りを再度、再確認でお

知らせいただければと思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 
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○教育長（室 秀典君） 上田議員が一番最初に、小中学校の感染経路といいますか、

これは家庭からのウイルス感染というふうな、そういうふうな話があったと思い

ます。私も本当にそのように感じています。そういう関係で、やはり家族は感染

しないような、そういう行動を取っていただきたいというふうなことでメール配

信または学校便りで保護者の方にいろいろと呼びかけをしています。 

 ２点目、やはり学校にウイルスを持ち込まないということは、子どもたちの、

もしくは家族の体調に変化があった場合、家族に発熱があったというケースの場

合でも一応出席停止といいますか、家族から連絡がありますので、そういう場合

は、念のために医者にかかり、そして医者の指示に従ってくださいと。例えば、

ＰＣＲ検査はやっぱり受けたほうがいいですよというふうなことになれば、もう

その日は出席停止というふうなことで、とにかく学校にウイルスを持ち込まない

ということが大切だと思います。 

 ３点目です。ワクチン接種というふうなことを、先ほど接種率があまり上がっ

ていないというふうなこともありましたので、行事を全く休止する日をつくりま

した。少しでも、これは強制ではございませんので。やはり部活動が非常に子ど

もたちにとっては重要で、それを休むということは、やっぱり新人戦前ですので

それを拒むというふうなことも保護者のほうから要望がありましたので、そうい

う行事を全くしない日というふうなのをつくっております。 

 それから、感染を抑えるためにということですが、長岡議員の質問の中にもい

ろいろと、学校それぞれの状況でいろんな対策をやってます。まず、やはり基本

はマスク、手洗い、消毒、それから換気、これは絶対欠かせないものだと思いま

す。これは基本的な予防対策として徹底をするということ。 

 それから、今、非常に児童生徒の感染がかなり倍増、もう４倍も５倍も５月、

６月の時点よりは多くなっています。そういう関係で２学期からは健康観察、家

庭で検温するんですけど、一応、校門を入って玄関に入る場合に再度検温をして

います。または、健康観察をしているその用紙を担任に提出して、それに記録が

なかったらそのまま違う場所で検温をするというふうな、そういうことを徹底し

ている状況です。 

 それから、これも前にお伝えしましたけど、特別室。もしも何か、活動中に発

熱したとかいうそういう状況のときにはすぐに、感染拡大を防ぐために特別室を

準備し、そこに隔離すると。そして保護者の方に連絡して少しでも早く来ていた

だくというふうな対応の徹底をしております。 
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 それから、学校行事、部活動等の何か質問があったと思いますが、そのことに

ついてもよろしいですか。 

○２番（上田 誠君） ほんならお願いします。 

○教育長（室 秀典君） はい。その件につきましては、前からもちょっと言ってま

すけど、行事は基本的になるべくやらせたいんです。しかしながら、感染防止は

これ徹底しなきゃいけません。ですから、それをやるためにはある程度の規制が

必要になってきます。例えば修学旅行も、今は中学校がちょうど９月の下旬ぐら

いから、中旬から下旬なんですけど、１８日ぐらいから入るんです。それで中学

校は、皆さんご存じのように受験があるんですね。今後の日程が非常に詰まって

ます。そういう関係で、やっぱり１泊はできなくても日帰りでもいいからやらせ

ようとか、それはいろんな学校の事情がありますので、そういうふうなことでで

きるだけ行事は実施するという時間を、日にちを短縮し時間をまた短縮してとい

うふうなことを考えながら、行事は続けるというふうなことを考えています。 

 それから、保護者の皆さんから非常に、苦情といいますか、保護者の方に学校

行事を無観客でやるというふうなことでアナウンスしますと、中学校でしたらせ

めて３年生だけは入れてほしいとか、そういうふうなことを言ってこられるんで

すね。でも今の状況を考えますと、これは私の判断だけではありません。学校長

の校長会での打合せの中で、やはり今の状況で保護者を参観させるということに

関してはちょっと心配だというふうなことで、今、３中学校は学校祭をやってま

す。全部無観客なんです。しかし、動画配信をやるように、または例えば記録班

を数人入れるとか、そういうふうなことで各学校工夫をして取り組んでいます。

やはり３年生にとっては最後の体育祭です。学校祭です。それから小学校でいき

ますと、６年生にとっては最後の体育祭です。そういう意味で、その規制の中で

何か少しでも喜んでいただけるような方法で行事を行っていきたいというふうに

感じています。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 今ほど説明ありました。 

 私も、やはり行事というものはきちっとしていく、でも、先ほど言いましたよ

うに、まず持ち込まないというふうなことでいろんな形でやってらっしゃるとい

うことで安心しております。 

 ただ、ご家庭にも千差万別あると思いますので、やはり先ほどのあの中にもあ

りましたように、まず家庭に持ち込まないということをぜひアピールをしていた
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だくのと、それから家庭から学校へ持ち込まないという点、それから学校行事に

ついては、きちっとそういうふうな形で対応しますよと。よく新聞なんかで見る

と、結構厳しくやらないとかどうのこうのというのが出てますので、多分それで

ご父兄の方は不安を感じられると思うんですが、そこら辺りをぜひお願いしたい

と思います。 

 そこで、もう一つのところでは、学級閉鎖、学校閉鎖、新聞のところ、それか

ら文科省のガイドラインも出ていますが、それの基準は例えば保護者の方にきち

っとお知らせいただいているのか。そういうことが１点。 

 それから、万が一そういうふうになった場合に、今度は再開するに当たっては

こうこうこういうふうな基準の中でできたら再開しますよと、再開に当たっては

ぜひご家庭ではこういうものを守っていただきたい、当局もそういうふうにやる

けれどもという、ぜひ再開に当たってはそういうふうな話をできるかと思うんで

すが、そこら辺りの計画ですか、考えについてお聞かせいただければと思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 昨日もお話ししたと思うんですけど、８月に入りまして校

長会を１週間に１回、オンラインでやってます。教育委員会との打合せももう２

回やってます。そういうことから、決まったことは常に保護者のほうに配信して

ますので、基本的には、皆さん、議員さんにはお配りしたと思いますけど、５月

１１日に決まりましたこれ、感染レベルに応じた対応というふうな、細かく出て

ます。部活動はどうするか、行事はどうするかというふうなことをおあげしたと

思います。 

○２番（上田 誠君） それは頂いてないです。……ありました。 

○教育長（室 秀典君） おあげしてると思います。 

 それから、２学期に向けての対応ということでお渡ししてます。そういうふう

なものを常に細かく相談しながらメール配信をしてます。学校の休校、それから

学級閉鎖とか、そういうことに関しましては、昨日、長岡議員の質問の中で話し、

また私、途中で訂正したんですけど、やはり保健所の助言、そして校医の助言を

得て、最終的には設置者が行うということになってます。大体一般的に見てみま

すと、やはり長くても３日から４日です。そういうふうなことも一応助言してい

ただきます。 

 そして、もう一つは、濃厚接触者の特定というのがあるんです。これは非常に

大切なんですね。それによって今度はほかの、休校にするか学級閉鎖にするかと
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いうふうなこともそういうふうなことから決まりますので、そんなことも保健所

のほうから指導を受けて決めるというふうな流れになります。 

 そういうことでよろしいですかね。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ありがとうございます。 

 ある程度私も、先ほど長岡議員、いろんな同僚議員のところから聞いてますの

で安心しているところはあるんですが、やはり保護者の方とのコンタクトをきち

っと取ってやるということが一番大事ですし、信頼関係ですね。それが第一。そ

れと、先ほど言ったように、持ち込まない、それから子どもの中で持ち帰らない

という、そういうところもぜひお願いしたいと思います。ぜひともそういうふう

な形で学校の子どもたちが学校生活をきちっと送って、卒業までにはきちっとそ

ういうふうな喜びも持ち帰りながらこのコロナ禍を乗り切れるようにぜひご尽力

をいただければというふうに思います。 

 それから、最終的にちょっと一つ確認だけ。１２歳から１９歳の、特にうちや

と小学校６年生から中学生が主になると思いますが、コロナワクチンの接種、さ

っき４５％ぐらいとおっしゃってたんですが、そこら辺りの永平寺町、学校とし

ての考えがありましたら、ちょっとそれだけをお聞かせいただきたいと思います。

接種率たしか４５％ぐらいって言うてたと思うんですけど。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 今日の資料はちょっと持参してないんですけれども、

９月３日の広報では４５％でお渡ししました。ですが、この９月後半になります

けど、土日の接種枠を設けたというところ、学校のほうでもご案内いただいたと

いうところで約１０％ぐらい伸びました。各年代で合わせても、１２、１３、１

４、１５歳で約６０％の接種率、予約も含めた接種率に届いているということで

ございます。 

○議長（奥野正司君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ありがとうございます。 

 いろんな、新聞なんかでも土日を含めないような報道はあったよということで、

そういうようなことも含めて、やはり先ほど言いましたように、子どもさんの、

ある面では接種をきちっとやっていくと。それは保護者のご意見、保護者の考え

があるから全て強制ではありませんが、やはりいろんな形での当町としての考え

は、ある面ではぜひ接種をお願いしながらその感染を防いでいくというのをぜひ
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そういうことでよろしくお願いしたいと思います。 

 いろんな形で子どもたちが３月を迎えたときに、本当に学校生活よかったなと、

そういうふうに終われるような形で迎えてほしいと思いますので、ぜひまたご尽

力、ご協力のほうをお願いして、私の一般質問を終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（奥野正司君） 次に、５番、滝波君の質問を許します。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） それでは、私のほうからは３点質問をさせていただきます。

できるだけ、重複の部分があったと思うんですが、避けてやりたいと思っていま

す。 

 初めに、学校再開の中でのコロナ対策ということでありますが、先ほども出て

おりました全国で猛威を振るっておりますデルタ株、感染力が強いということで

一向に収まらず、先が見えない状態が今の状態ではないかなと思ってます。 

 本県でも直近１週間の新規感染者数、ステージⅣというのを継続しておりまし

て、感染者数の高止まり状況にあります。杉本知事は「コロナ感染爆発直前」と

いうふうに言われ、県独自の緊急事態宣言を９月１２日までに発出中であります。

８月６日から３１日、２６日間、感染者数は累計８１９人、うち年代別の割合は、

１０代が１４％、２０代が２６％、３０代が１６％となっており、第４波までの

高齢者中心から若年層を中心へと大きく変化したことも大きな特徴の一つであり

ます。現に県内のこども園、小中学校の児童生徒に感染者が続出しております。

本町においても８月２０日、全小中学校の保護者に対して教育委員会からメール

を発信したのも報告を受けておる次第であります。注意喚起も含めて、家庭での

感染を十分注意するようにというふうなメールでもありました。これが現実であ

ります。 

 いよいよ学校再開をしておりますが、再び感染拡大にならないように最大限の

注意を払うよう知事が言われておりまして、せんだっても頂いた資料、学校の再

開における感染防止策、これ県から出ているもの、これを踏まえながら質問をさ

せていただきたいと思います。 

 まず検温のことですけど、先ほど答弁ありましたとおり、入るときには必ずや

ってるということでありますが、そこで簡単な、問診というわけではないんです

けれども、今日はどうかなという声かけもしているのでしょうか。 

 もう一つは、その検温をやってるというのは、やっぱり学校の先生がやってる
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んでしょうか。できたら、ただでさえ非常に大変な状況なので、そこは、一つは

考えられるのは保護者のお手伝い、もう一つはシルバー人材センターとかという

ようなところとかということが必要なんではないかなと思います。ただ、それも

また学校での感染ということがあるのかも分かりませんけれども、先生のことを

考えますとそういう手だても必要ではないかなと思っております。 

 また、あと手洗いの件ですが、多分、本町の蛇口はハンドル式だろうと思うん

ですけれども、たしか福井市のある学校ではレバー式に急遽変えたというのもあ

ります。そういうふうな発想はなかったんでしょうか。レバー式というのは、こ

う押したりとかというやつですね。そういうふうなことは取り込もうとは、校長

会等では話はなかったんでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） まず第１点目ですけど、検温につきましては養護教諭、そ

れから担任を含めて教員がやっております。 

 それから水道の蛇口、このことについては、校長会のほうからそういうふうな

要望は今のところ出てませんので。 

 以上でございます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） また、それが有効であればぜひやっていただきたいなと思

います。多分、財政当局はオーケーしてくれるんではないんかなとは思っている

んですが、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 町のほうからそれは駄目だというふうなことは全然言って

ませんので、その辺は誤解しないでください。我々が校長会からはそういうふう

な要望はなかったということを今お伝えしましたので、よろしくお願いします。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 学校、教育委員会につきましては、先ほどから教育長お話し

しているように、頻繁に校長会と、いろいろな現場の声の中で必要なものはすぐ

に行政に伝えてくれというお話もしておりますので、そういった点は、財政とか

そういったことを言っているときではありませんので、しっかりと対応していき

たいと思っております。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ありがとうございます。そう言っていただくと非常に心強
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いし、保護者も安心できるんではないかなと思っております。そのレバー式が有

効かどうかというのは僕も分かってないので、またそれを検討していただけたら

と思います。 

 それと、マスクの徹底でありますが、やはり一番危険なところは、マスクを外

すとともにリスクが高くなるということであります。それは当然給食時でありま

す。十分な配慮をすべきであるということで、幾つかの方法はあると思います。

黙食をやっているというのは、これは当たり前の話なんですけれども、分散給食

とか時差の、時間を変えての給食ということで、できるだけ少人数で黙食でやる

というのは非常に有効ではないかなと思っております。 

 ある学校、特に藤島高校なんかはそうらしいんですけれども、給食はもう自宅

で取っていただいて前半と後半に登下校を変えると、時間帯を変えるというふう

なことをやっております。高校だからできるのかも分かりませんけれども、ただ、

県外の小学校か中学校だったと思いますけれども、やっているところもあります。 

 この給食に対する対策をぜひお聞かせいただきたいなと思いますが、たしか文

科省の通達かマニュアルか分かりませんけれども、給食を１５分間でやるように

というようなのが出ているというようなことも聞いたんですけれども、そういう

なのは出てるんでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 給食の対応につきましては、前々からお話をさせてもらっ

てますけど、うちはまず無言給食というふうなことで会話は全くございません。

そういう形で、やはり給食時間を２つに分けるとかそういうふうなことになりま

すと学校の校時表を全て変えなきゃいけません。時差で登校というのも非常に学

校運営上、ちょっとなかなか無理がありますので、今のところ本県はそこまで、

緊迫してないって言ったらおかしいんですけど、状況的にまだその辺までは検討

しなければいけないというふうなところまでいってないんじゃないかというふう

なことで、校長会のほうでもそこまでは話合いをしていませんので、そういうこ

とでご理解ください。 

 それから、時間については、私自身がそういうふうな時間をちょっと確認して

ませんので、再度、もう一度書類を見て報告させていただきます。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 幼児園につきましては、今まで対面で食べていたのを一方向

に向かって食べるようなやり方、また学校についてもそのようなやり方で、なる
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べく会話プラス向き合ったときにいろいろな物が飛ばないように、そういった対

策はしっかりしております。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ただ、現実的には、今朝の新聞も三国中学校で発生したと

いうのも出てます。日々どこかの学校で出てるということは現実ではないんかな

と思うんです。ですから、給食ってマスク取るというのは非常にリスク高いんで、

そこは給食のことをどうするかというのはぜひお考えいただけたらなと思いま

す。 

 それから、部活動について、制限をしているということでやらない日もつくる

ということだろうと思います。ただ、県の先ほどの資料の中では、終了後は飲食

を控えすぐに帰宅するようにというようなことになっておりますし、県外校との

練習試合、多分やってないんだろうと思いますけれども、合宿なんかも控えると

いうことでありますが、その点については本町はどのようにやってるんでしょう

か。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 部活動につきましては、５月１１日に基準というふうなこ

とを一応決めまして、議員さんのほうに配付している資料を基に、これが基準に

なっています。緊急事態宣言の場合は部活動をしないというふうなことになって

ます。これはスポーツ少年団も本町は同様な扱いなんです。 

 しかしながら、実は今回、中体連、福井地区の新人戦があるんです。１０月の

上旬です。それで福井地区ですから、福井市は８月２７日からこれ再開したんで

す。学校を再開しました、夏休みが終わって。その日から、部活動は教育活動の

一環だということでもう部活動を校内でさせているんです。当然、学校祭も含め

てです。練習をして、１０月の上旬にある新人戦に合わせて活動を再開させてま

す。永平寺町も福井地区で、福井市と永平寺でその大会を行います。それが県に

つながります。そういうことを考えますと、やはり永平寺の３中学校も同じ条件

で練習をさせるというふうなことは、これ必要じゃないかと思うんです。ただし、

しっかりした感染防止、これは中体連の場合は保護者は無観客でありますので、

練習試合に関しても、十分感染防止に配慮して行うというふうな条件付で特別に

そういうふうな、この規定以外で柔軟な、その状況に応じた対応というものが出

てきます。 

 これはスポーツ少年団も同じなんです。というのは、実は県の少年野球でろう
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きん杯というのがあるんですけど、少年野球、３つの大きな大会があるんです。

春の大会、夏の知事杯、そして秋のろうきん杯。その大会が９月１８か１９日か

ら勝山市のほうで開催されるんです。その大会に、１６市町は予選を行ってもう

代表を決めてるというふうな状況だったんです。うちの規定では参加できないん

ですね。予選もスポーツ少年団の活動はできないというふうな状況になってるん

ですけど、それも、やはりそれでは子どもたちがかわいそうだということで、町

内の予選から、そして代表を決めて、今、その大会には参加するというふうなこ

とです。そういうことになっています。だから必ずしもこの規定に沿ってという

ふうなことでなしに、ちょっと柔軟性を持たせながら、その状況に応じた対応を

しているというふうなことが現状でございます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 私、部活動とかスポ少を全面的にやめろと言ってるわけで

はないので、県も同じように制限をしながら、感染防止対策を取りながらであり

ますので、多分、制限というのは、週に何回か休むとか、あるいは飲食を伴わな

いということとか、練習終わったらすぐ帰るとかというような制限を十分考慮し

てやっていきなさいということなんだろうと思います。それでやっていただける

んならそれでいいんではないかなと思ってますが。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今、県の方針を基に質問されてると思うんですけど、一応

これは県といいますと高校を対象というふうなことになってるんです、ある意味

で。高校生と小中学生といったら、生活、やっぱり発達段階でいろいろ問題あり

ますので、やはりどうしても高校生を基準に考えますと、いろんな対応もちょっ

と変わってくるんではないかと思いますので、そういうふうなことも含めて我々

は慎重に慎重にというふうなことを考えながらコロナ対応をやってるつもりでご

ざいます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 次に、換気の件でありますが、多分、教室内ではやってる

と思います。体育館はどのように換気されてますかね。窓を開けてるだけなんで

しょうか。 

 ある学校なんかは大型扇風機を入れて風を通すということでやっていて、専門

家は非常にそれでも評価をしていたというのがあったんですが、どのようにされ

てますかね。 
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○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 各中学校には大型扇風機がありますので、窓はもちろん開

けますし、それから人数制限もあると思います。そういうふうなことで対応して

ると思いますので、その辺は、体育のことに関してはある程度換気はしっかりで

きているというふうに思います。 

 また、教室に関しても、やはり今は暑い、夏ですので、冷房をかけながら窓を

開けるというふうな時間も十分設定しながら授業を行っているというのが現状で

ございます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 小学校もできたらそういうような対応をしていただきたい

なと思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 小学校も同様でございます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） それでは、体調不良等の対応でありますが、当然、検温し

て熱があったりとかだるいとかということは自宅待機ということで、学校に通わ

せないと。出席停止というんですか、欠席にはなりませんよという扱いをすると

いうことは聞いていますが、問題は、濃厚接触者が家族に出た場合にどうするか

というのが非常に問題になるということでありますが、先ほどの答弁では、それ

も出席停止の扱いにして学校に来ないようにということでありますが、それは保

護者も十分理解をしているんですよね。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） これは、濃厚接触者になった場合は保護者のほうから連絡

がございますので、結局、ＰＣＲを受けてその結果どういうふうに判定が出るか

ということで、陰性であれば次の日からというふうな形になると思います。 

 ただし、これも保健所の助言を受けてと。これがもう第一でございますので。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ただ、今朝の新聞なんかでも載ってたんですけれども、い

わゆる越前市の大きな会社でクラスターがありました。多分、全従業員、関連会

社の職員も含めてＰＣＲをやってるんですよね。そのことが、いわゆるＰＣＲ検

査をしたということで、その子どもさんは学校に出られないというような扱いを
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されたというようなことなんですが、その辺の判断はどうするんですか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） その前に、濃厚接触者は２週間休みということになります

ので。それから、陽性になった方も一緒ですね。隔離２週間というふうな、そう

いう基準になってますので。 

○５番（滝波登喜男君） 濃厚接触者やったっけ、あれ。村田でやったの。違うと思

うんやけどな。 

○教育長（室 秀典君） 家族の方がＰＣＲ検査、濃厚接触者の。結局、接触者のこ

とを言われていると思うんです。接触者じゃないんですか。 

○５番（滝波登喜男君） いや、ＰＣＲした人。家族の中で。 

○教育長（室 秀典君） はいはい、ＰＣＲしたんですね。だからＰＣＲ検査を受け

たら、結果が出るまでは自宅待機と。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ＰＣＲ検査を受ける場合は、自分で受ける場合と保健所から

の指示で受ける場合、あなたは濃厚接触者ですよという、保健所が認定といいま

すか、なった場合には、その方は２週間自宅待機となります。それは、たとえ陰

性が出ましてもこの２週間の間に陽性になる可能性があるという、そういった位

置づけでなってますので、例えば子どもが家族となって濃厚接触者と認定された

場合は、２週間学校に出ることはできません。 

 ただ、今回、抗原キット、これは任意で、ちょっとその場で先生たちの判断材

料という形で使いますが、その場合はまたちょっと、陰性であれば、その場合は

お医者さんに連絡をしていただくんですが、その場合は任意ということでまた違

った判断になります。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 村田製作所の件なんですけど、その件につきましては、何

か今のところ私が認識してるのは、１週間ごとにＰＣＲをどんどん受けていくと。

これ予防というか、その確認のためにというふうなことみたいなんですよ。だか

ら必ずしも陽性とか接触者とかそういう意味合いではなしに、一つの確認をする

という意味合いであって、毎週やりますから、そうなるとずっと学校には来れな

いというふうな状況になりますから、その辺はやはり臨機応変に状況を確認しな

がら対応をしていくということが必要だと思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 
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○５番（滝波登喜男君） 分かりました。その件は分かりました。 

 あと、逆に、別に濃厚接触者でもないけれども、親が学校に出したくないと。

感染リスクがあるからと。多分、子どもさんが、例えばですよ、例えばの話、基

礎疾患を持っていて、そしてそういう今のこの時期、学校に行かせたくないんや

というときには、これも出席停止の扱いにされるんですかね。 

 たしか文科省だったと思うんですけれども、できるだけ休み取らせるようにと

いうことを言っている人もいるんですよ。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今の件につきましては、ちょっと県教委のほうに確認をさ

せてください。 

 基本的には、そういう状況で拒否されるというふうなことであれば、やはりこ

れはコロナに関係してますので出席停止というふうなことも考えられます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） その辺は個々に十分その理由を聞いていただいて判断して

いただければいいのかなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、小中学校は義務教育でありますので、学びたいという権利は学校に来な

くても保障されるべきではないかなと思っているんですが、そういった場合、家

族に濃厚接触者が出たとか、当然本人が感染して２週間あるいはもっと休んでい

かなければならないとか、基礎疾患を持っていてなかなか学校に行けないとかと

いう方に対しての学びの保障をどうしていくのかということなんであります。 

 これ多分、プリントとかそういうふうなのということになるのかも分かりませ

んけれども、たしか埼玉のほうの、戸田東小学校と言ってたと思うんですけれど

も、欠席している子どもさんの横に三脚立てて、タブレットかちっちゃい画面越

しに、家にいる生徒が一緒に授業を受けているんですよ。そしてオンラインで授

業を双方向でやっているので、非常に違和感がないんですよね。しかも休み時間

になると当然子どもたちも集まってきて、その欠席している子どもさんと会話を

していたりというような雰囲気で違和感なく過ごしているんですけれども、非常

にいいなと思ったんですが、そういったことは可能ですよね。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 昨日もこれ長岡議員の質問の中でお答えしたんですけど、

オンラインでタブレットを使って、チームズ、ズームを使って実際にやってるん

です。ただ、濃厚接触者となってくるともう隔離ですので、ちょっとそれはでき
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ないんですけど、今言った登校を拒否するとか、それから不登校ぎみの傾向のあ

る子には実際にやっています。夏休み中も、時々やっぱりつながりを途絶えさせ

ないというふうな意味合いでやってる学校がありますので。不登校対応で。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今回も感染が爆発してますとそういう例が多くなると思い

ますので、ぜひそういうふうな対応をお願いしたいなと思います。 

 あと、大きな予防策は当然ワクチン接種であります。 

 たしか９月の中旬までに、たしか全協では９５％の接種完了やという報告を受

けたんですが、そんなことで進んでいるんでしょうかね。 

       。８月２３日の全員協議会で２６４人が接種または予約済みで３

９．６％となってますよという報告がありました。９月１２日までには９５％接

種完了という見込みですよという報告を受けているんですが、そういう流れで今

進んでるんでしょうか。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ９５％の分母をちょっと確認したいと思うんですけ

ど、１２歳から１５歳の接種対象者の９５％ということなのかというのが……。 

○５番（滝波登喜男君） そういうふうに認識してますわ。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ちょっと、私、今感じるのは、高い比率になってい

るなと思いますので、そこはちょっと確認させてください。 

 現状では、先ほど申しましたように、予約も含めて１２歳から１５歳の方では

６０％を超える方の予約率になっている。若干もうちょっと高いような気はして

ますけれども、そこを超えることにはなっています。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） この間の９月号に載っておりましたので、４５％というこ

とで承知しております。 

 ただ、ワクチン接種については、必要性、安全性、そして誤った認識を持って

いる、子どもさんという言い方は変なんですけど、親御さんもいらっしゃいます

ね。そこにどのように働きかけしていくかということと。 

 それと、受けたくても受けられない生徒、親の関係とか、あるいは基礎疾患を

持っていてとかという方もいらっしゃると思います。そういう子どもさんも含め

て子どもさん全体がどう理解を進めるかというのが非常に大事なことなんだろう
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と思うんですよ。その辺の指導というのはどのようにされているんですか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） この件につきましては、非常にデリケートなんですね。個

人情報ですので、プライバシーに関わることですので、だから、先ほど私も言い

ましたように、とにかく接種できる環境づくり、接種しやすいような環境づくり

というふうなことで部活動、中学校の場合、特に子どもたちは部活動を重視しま

すので、だからそれを休止する日というのを設置して、できるだけ多くの児童生

徒にワクチンを打ってほしいというふうな意味合いでそういうふうな日を設置し

ましたので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ということは、基本的にはプライバシーのことですから、

絶対他に漏れないということで認識すればいいんですよね。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 強制はできないというふうに思ってますので。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 広報ということで、若干こちらのほうからもお話し

させていただきます。 

 １２歳から１５歳の方への接種券、ここは７月１９日に発送しております。そ

れ以前の７月１６日広報臨時号であったり、８月３日の広報、８月２０日の臨時

号、加えて９月３日の広報でもご案内を差し上げております。 

 議員おっしゃるとおり、副反応への誤った報道ということも接種したいという

思いをとどまらせる影響も鑑みまして、広報の中では、変異株の脅威、ワクチン

の効果、それから後遺症のリスクを低減するよということ、感染リスクの低減も

図れますよと、それから副反応についても素直に記載しまして理解促進に向けて、

内容としては、文字だけの羅列ではなくて挿絵なんかも入れて分かりやすいよう

に工夫して周知してきたという経緯がございます。 

 一番は、やはり専門家による正しい理解を面談で広報するということが大事だ

と思いますけれども、なかなかそれがかなわないということもあります。そこで

学校と相談いたしまして、部活動なんかも休みにするという曜日を設定して接種

の機会を設けたということ、それから１２歳以上の方が今回のワクチンでは対象

になっておりますので、全員の方に受けていただきたいと思いますし、特に年代



 －194－

を絞った広報ということはしておりません。 

 それと、どうしても受けられないという方のご案内ですけれども、今のワクチ

ンのｍＲＮＡワクチンというのが、多少アレルギーを持った方には受けられない

ということもありますので、今後のワクチン開発であったりアストラゼネカのワ

クチンであったりというタイプの違うものも今後出てきますので、時期的にはも

うちょっと後には新しいタイプのワクチンが接種できるようなことが考えられま

す。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これについては、町のほうでも正しい情報が伝わるようにし

っかり取り組んでおります。 

 ただ、知事との連絡会議の中でも、県のほうにしっかりいろんな数字とかデー

タで示してほしい、それがワクチンの安心感であったり、また副反応、そういっ

たのはどういったことが起きるか、そういったことをしっかり県民の皆様にも、

もちろん僕たちも一緒にやっていくということでお話をさせていただいておりま

す。 

 今回、デルタ株が子どもたちにも非常に感染がきついということで、また親御

さんの皆さんもいろんな媒体から情報を得まして、やはりこのワクチンに対する

意識は高くなってきているなというふうには肌で感じております。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） では、あってはならないけれども、あり得る可能性がある

という学校内で感染者が出た場合であります。 

 今朝の新聞でも、先ほど言いましたとおり、三国中学校で感染した生徒が１人

出ました。同校は７日まで臨時休校をして、接触があった生徒１１０人、教員１

５人の検査を行うというふうに発表がされておりますが、これ休校の文科省のガ

イドラインによりますと、あれはたしか緊急事態と、あと、まん延防止のところ

が該当するわけですけれども、同じ学級で生徒が複数人出たら、その学級ごと５

日から７日の学級閉鎖をすると、その学級で出た場合。違うクラスで出たら学年

閉鎖、もっと違うところ、学年が違って出たら学校閉鎖というようなことをしな

さいというのがガイドラインに出てるんですけれども、多分そこはあまり、三国

の関係から言うとそうにはなってないんですよね。 

 先ほど教育長が言われたとおり、一たび出た場合には、五、六日とおっしゃい

ましたっけ、休校が必要やとかって……。 
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○教育長（室 秀典君） ３日です。 

○５番（滝波登喜男君） ３日ですか。してやるということで、一応町のほうではそ

の辺の基準らしきものは考えているということで理解すればいいんですかね。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） これも前に答弁したと思うんですけど、昨日話をさせても

らいました。保健所の助言、それから校医さんの助言によりというふうな、で、

学校の設置者というふうなことになってますので、今おっしゃったガイドライン

は、国の緊急事態宣言、それからまん延防止の都道府県が対象になっていますの

で、今のところ、福井県はその対象外ということで、やはり保健所、それから校

医の助言というふうなことが優先されるというふうに思っています。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） この国のガイドラインが出た背景には、多分、緊急事態宣

言出ているところなんかは、保健所の助言を受けようと思ってもすぐ保健所が来

るという環境には全然なっていないという判断の中で、文科省は一定のガイドラ

インを出すというんで出てきたという背景があるので、例えば、そういう事態に

福井県はならないのかも分かりませんけれども、ある程度形としてつくっておい

たほうがいいんではないかなと思っております。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今のガイドラインにつきましては、そういう逼迫した状態

を予測しながら、ちゃんと基準というのを明確に示したいというふうに思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） あと、このテーマの最後の質問になるんですけれども、夏

休み明けに学校に行けなくなる子、このコロナ禍の中で、それも徐々に増えてい

るというようなこと、あと、自ら命を絶つ子が増加しているというの、これも昨

年１年間コロナ禍の中で、一昨年と比較すると、全国ですけれども、小中高校で

１００人増えて４９９人があったと、過去最多だったというような報告もなされ

ております。 

 なかなか子どもたちが家庭でも学校でも居場所がなくなり、孤立感を、あるい

は無気力感にさいなまれるおそれがあるというような状況があります。夏休みの

前後が非常に急増するということで、子どもたちが小さなサインを出している、

ＳＯＳをキャッチしなさいというのは教育長の持論でよくお聞きするんですが、

現状、夏休み明けでなかなか学校に来れない子というのはいらっしゃるんでしょ
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うか。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） 実は９月３日の校長会、ちょうど学校が再開されて５日目、

その段階で校長のほうから報告を受けました。それぞれの学校の様子、登校して

いる児童生徒の様子はどうかということで報告を受けた結果は、大きな問題とい

うか、非常に元気よく登校して今いろんな活動を始めていますというふうな報告

を受けました。 

 それから、結局、登校渋り、それから不登校傾向の子の対応ですよね。そのこ

とについては、先ほど言いましたように、夏休み中もタブレットを家庭のほうに

持っていき、いろんな形でのつながりをつけるというふうなことも対応してます。

それから、これも前のときもお話ししたんですけど、やはり気になる児童につい

ては、子育ての相談員さん、福祉保健課、それから社会福祉協議会の方と連携を

取りながら、夏休み中もいろいろ対応をさせていただきました。 

 なかなかこういうのは一朝一夕に、簡単に解決できるような問題でないので、

地道にこれからも対応を続けていきたいというふうに思っています。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 敦賀市なんかでは、インターネットで自殺に関する用語を

検索すると市の相談窓口のサイトに誘導するようなウェブ広告を作って、それを

始めたというようなことがあります。具体的には、「死にたい」とか「消えたい」

とかっていうふうに検索したら、そこに「つらかったですね」とか「お話聞かせ

てくださいね」というようなキーワードが出てきて、そこに入っていけばその相

談窓口に誘導できるというふうなことをやっているそうです。 

 あと、大阪の教育委員会ですけれども、これも４月からですけれども、１人１

台タブレットを持ってますよね。その中で「心の天気」というソフトを入れて、

毎日、「自分は今日は晴れですか」とか「曇りですか」とか、そうやって選ばせ

るらしんですよ、その日の朝。そうしますと、そこで変化があるような子をキャ

ッチして少し目をかけているというようなことをやっているそうです。 

 こういうタブレットを配置されたので、ぜひそういうふうなことも前向きに考

えていただければと思います。 

○議長（奥野正司君） 教育長。 

○教育長（室 秀典君） １学期に、子育て包括センターというふうなのを小中学校

の全保護者にチラシで紹介をしました。その結果、数件こちらのほうに相談があ
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ったみたいです。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） やはりそういう家庭の保護者の方々も悩んでる部分がある

と思いますので、ぜひそういうことを前向きにやっていただけたらと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 災害への危機対応ということであります。 

 この夏、日本列島を襲ったまさかの長雨、８月１１日頃から前線が、まるで梅

雨時期のように停滞して湿った空気が流れ込み、線状降水帯も多発し大雨を降ら

せました。１１日から４日間で８月平均値の３．７倍も雨量があったというふう

な、九州のある市ではそういうことがありました。１時間に８０．５ミリ降った

ということですから、バケツをひっくり返したというのが、そのことを表現する

最も正確な表現の仕方ではないかなと思います。もし前線の位置が少しでもずれ

ていたら本町に大変な状況になっていたと思います。 

 ただ、本町は辛うじてそんなに大きな被害はなかったということでありますが、

町長の所信表明でもありましたとおり、１２か所の土のうを設置したりとか、８

か所の避難所を開設したというような動きをして大事に至らなかったという報告

も承りました。早い時期に、何かあっては遅いので空振りでもいいからやってい

こうという姿勢は非常に評価をするところであります。 

 今回、他の九州あるいは関東ですか、大きな被害を被ったこと、あるいはコロ

ナ禍で避難所を開設したことということの中でいろいろ学んだことがあったら、

ぜひお聞かせをいただきたいなと思います。 

○議長（奥野正司君） 防災安全課長。 

○防災安全課長（吉田 仁君） 今回の豪雨は、前線の停滞による長雨、線状降水帯

の発生による大雨であったため、気象台や県から気象情報を収集し、事前に危険

箇所の対応などを図るとともに、人命を優先に早め早めの対策を取ったところで

す。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 実際に避難所を開設したけれども避難者もいなかったしと

いうことで、あまり実施して学ぶところがなかったということなんかな。 

○議長（奥野正司君） 防災安全課長。 
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○防災安全課長（吉田 仁君） それについては、１１日から土のうを１２か所設置

しているということもありますし、そういった、今の九州から上がってきている

ような各県の状況を見まして、やっぱりこういったことはすぐ気象台とか県から

の気象情報を早め収集して対応していたところでございます。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、各地で毎年毎年こういった大雨がある中で、気象庁とか

そういったところからの情報が、もう前もって物すごい早いペースで来るのと、

またある程度の注意喚起といいますか、こういったのが予想されます。それはち

ょっと大きめに来るといいますか、そういった情報をしっかり分析しながら、ま

た県外の雨雲のレーダーとか、そういったことはずっと取り組んできたことを今

回も引き続きやりました。 

 今、九州、中国、関東での豪雨災害、これは大きな災害といったところの中で

どういったことを学んだかという質問だと思うんですけど、これ毎回毎回、毎年

毎年こういったのが起きてますので、こういったことが永平寺町に起きた場合、

どういうふうに対応するか、その中の一つが早めの対策室、また対策本部の設置、

また事前に土のうを積んだり危険箇所の確認であったりパトロール、そして避難

所の開設、こういったことを次につなげていきました。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今回、前線が少しそれたということで被害は出なかったと

いうことでありますが、ハザードマップを見ても危険なところは色塗りされてお

ります。１，０００年に一度というようなことで色塗りされているんですけれど

も、その１，０００年に一度がいつあるかというのは非常に、あの九州の豪雨を

見ますと心配になるところであります。１時間に８０．５ミリというのは相当な

もんだろうなと思っております。 

 今回、９月号の広報にもハザードマップを見てくださいよという広報が掲げら

れておりました。非常にいい取組だろうと思いますし、町民の方々のハザードマ

ップへの意識が高まってるということだろうと思います。ぜひそういった啓蒙を

どんどんしていただけたらなと思います。 

 そこで、一つ心配なのが、こうやって色塗りされているところでの公共施設の

現状であります。人が集まるところというところで果たして大丈夫なのかなとい

うところであります。その一つは、今回清流地区に建設が予定されている民間園、
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こども園の建設であります。ハザードマップでは推進地域、たしか３メートルま

でだったと思うんですけれども、この場所を選定したというか、あるいは町有地

ですのであそこで建てざるを得ないということでありますが、ただ、ある程度盛

土をして安全性を確保せなあかんだろうなと思っております。 

 ただ、こども園、民間園といろいろ話をしてたときにはなかなかストレートな

回答ではなかったのでちょっと心配な部分があるのと、あと、あの場所はやっぱ

り町が指定したということで、ある意味、町にもある程度責任がかかってくるの

ではないかなと思います。何を言いたいかといいますと、盛土を早くすればする

ほど土は固まりますので、一方で町がそこを盛土するということも考えられるん

ではないかなと思うんですけれども、その辺はいかがなんでしょう。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 新園の安全対策につきましては、２月６日の事業

者選定委員会並びに７月６日の幼保の特別委員会のほうで運営事業者であるあす

なろ会様がご説明をしてると思いますが、その中でもしっかり対応するという形

でご説明をしておりますが、あえて説明につきまして改めて申しますと、新たに

新園を建てる場所は浸水区域となることですから、２階への避難も考えまして、

施設を２階建てにするということで回答をさせていただいていると思っていま

す。 

 また、町と連携をしまして、災害の情報収集や早めの避難、そして園児の安全

確保のために避難訓練を月１回実施するという形でご提案をいただいておりま

す。また、災害時には地域住民への安全確保の一役を担うために、地域の避難所

として活用するようにご提案もいただいております。 

 災害に対応するためには、日頃からの訓練や情報発信が重要でございますし、

複数の対策をしっかり対応すると業者も説明しておりますので、町もしっかりと

連携をして災害支援に努めていきたいと思っております。 

 また、盛土につきましては、月１回業者と打合せをしている中では、今回、埋

め立てのほうはしないという形で事業は進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 盛土をしないということは初めて報告を受けたんですけれ

ども、業者との話の中ではそうは言ってなかったと思ってるんです。議会として

は、ぜひやってほしいというような話をしていたところで終わってるんだろうと
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思います。 

 民間への経費の問題とかいろいろあるのかも分かりませんけれども、やはりあ

そこ、新しいハザードマップになって色が塗られたということもありますけれど

も、住民の安心、預ける保護者の安心を考えると、やはり盛土をしたほうがいい

と思うんですけどね。 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（島田通正君） 議会のほうから盛土の提案は今聞きましたけど、

業者のほうからは盛土のほうはするともしないとも多分回答はしてないと思いま

す。ただ、検討はするような形で町と話をしまして、今回、盛土のほうはしない

ような形で進めていた形となります。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時１５分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時１５分 再開） 

○議長（奥野正司君） 子育て支援課長、お願いします。 

○子育て支援課長（島田通正君） 盛土につきましては、特別委員会のほうで多分盛

土のこともという形で、業者は検討をしてみるという話で終わったと思うんです

けど、その後、町との話で協議したところ、盛土のほうはしないでそのまま２階

建てで設置をして進めていくような形でお願いします。 

○町長（河合永充君） 対策はどうするって。 

○子育て支援課長（島田通正君） 対策につきましてはしっかり、今言いましたよう

に、避難訓練とか早め早めの対応をしていくという形でお願いします。２階には

避難です。 

○議長（奥野正司君） 再開します。休憩前に引き続き再開します。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今の回答は入ってないんじゃないですかって言うてる。 

○子育て支援課長（島田通正君） 入ってます。 

○５番（滝波登喜男君） 入ってるの？ 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 避難訓練は当たり前だと僕は思ってます。要は、ハードと

ソフト一緒にかみ合って初めて安全対策ができるわけですから、できるだけハー

ド面もしっかりやりましょうと。当然、ハードしたから避難訓練がいい、ソフト
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の部分が要らないということではありません。ソフトは当然当たり前のように必

要ですけれども、それでもやはり盛土をするということは考えるべきじゃないで

すか。特別委員会では何人かの委員が言ってました。それについては検討すると

いうようなことでありましたが、今、町との話では業者はしないということであ

ったということは、町はそれで認めたということなんですよね。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず初めに、この業者を選定するとき、選定委員の皆さんに

ハザードマップでの災害のこと、いろいろな提案の中で決められて、その審査の

中で、もちろん災害のことも含めまして認定をされております。そこで決まった

中であすなろ会さんは進めておりまして、その提案の中にはもちろん洪水であっ

たりこういったことの審査も入っておりますので、もちろん議会代表の皆さんも

入られてたと思います。そのときの審査の中でこれは大きな項目だったと思いま

す。なぜならこれについては事前から、審査の前から、やはりあそこのエリアの

洪水といいますか、水のところのついての議論はある中での提案がありましたの

で、その中で今、急にといいますか、改めて盛土をという提案の中では、やはり

事業者さんもいろいろ悩まれるといいますか、そういったこともあるのかなとい

うふうには思います。 

 提案の中で、委員会の中でどのような形で提案される、本当に委員会でまとめ

られた提案なのか、会話のやり取りの中での提案なのか、こういったことはやは

りしっかりお聞かせいただいて、また再度、私たちも考えていかなければいけな

いなというふうには思っています。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 最初はそんな話じゃなかったというような話なんかも分か

りませんけれども。ただ、安全のことを考えるとそのほうがいいんでないかなと

いうことは至極当たり前のことではないかな。誰が言うた、彼が言うた、誰がす

るんかということは置いといて、安全としてはやることはやっておいたほうがい

いんでないかなということであります。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） そういったことで、また改めて事業者の皆さんとは１回話を

させていただけたらなと思います。 

 それと併せまして、東幼児園も今までこういった安全対策、議会から求められ

ていることをしっかり対応してきておりますので、その辺も併せてご理解をいた
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だけたらなと思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） あと、今出た東幼児園のことですけれども、これも令和３

年度当初予算の議会の指摘事項の中で入ってたと思うんですけれども、あそこは

九頭竜川の堤防が、あの部分抜けてるんですよね。多分、国交省になるんだろう

と思いますけれども、そこを国交省に造ってもらうようにという要望をしてほし

いというようなことも入ってたと思います。それについてはどのようになってま

すかね。 

○議長（奥野正司君） 建設課長。 

○建設課長（家根孝二君） 一部、堤防が全くないわけではないんですけれども、低

い堤防はあります。分かりますかね。堤防は連なってるんですよ、ずっと。 

 一応そこについては国交省には話はしました。ただ、返事はいただいておりま

せん。計画を持ってという言い方をしますので、これはなかなかちょっと先が長

いのかなという思いはあります。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もう一つ、ハザードマップでも示されていますように、あそ

こは浸水エリアではありません。浸食エリアでして、いろんなところ、例えば清

流地区とか御陵、吉野も水がついて、その後流れたときに浸食の可能性がある。

これ志比幼児園も同じ状況ですので、浸水エリアでなくて浸食エリアというふう

な位置づけになっておりますので、ほかの吉野、御陵とかそういったエリアより

はハザードマップ上ではまだ、そういう色はついておりますが、まずは浸水して

から浸食が始まるということで、十分避難する時間、そういったものは確保でき

ると思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） そうなんだろうと思います。時間はある程度あるのかなと

は思わんでもないんですけれども。ただ、あそこに堤防があることによって、そ

の下流の、例えば清流地区への浸水というのはかなり影響があるんではないかな

と、ハザードマップ見るとそんな感じがするんですよ。あそこがあるないではか

なり浸水という部分では違うんではないかなというふうに思って必要性を感じて

るんですが、それは必要性はあまり感じてないんですか。どうなんでしょう。 

○議長（奥野正司君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 河川事務所とお話ししてる中で、やはり九頭竜川のこの永平
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寺町管内の弱い部分といいますか、それを重点的に工事をしていただきまして、

例えば五松橋からの上流のあの中州を取ったり渡新田、こういった可能性がある

弱い箇所といいますか、そういったところから順次進めておりまして、この九頭

竜川、河川国道事務所が管理しているエリアについては順次、弱いところといい

ますか、ちょっとそういう可能性のあるところからやっていく中で、永平寺町の

そこについては今のこの段階では終了して、次は違うエリアの工事をしていただ

いております。引き続きそういった箇所については要望をしていきますが、恐ら

く河川事務所のいろいろな計算上の判断の中では、優先順位的にはまた次の段階

のときに来るのかなというふうに、次か、次の次かは分かりませんが、今は喫緊

のところではないというふうに認識しております。 

○議長（奥野正司君） 建設課長。 

○建設課長（家根孝二君） 現地を詳しく見ますと、もともと芝原用水がありました。

東幼児園の裏ですね。これはパイプライン化になりましたけれども、今度もうち

ょっと下流へ行きますと水門が２つあるんですわ。昔は、そのまま芝原用水が下

流へ流れていくそれを止める水門と、あと九頭竜川へ落とす水門があります。こ

れを閉めるとその左岸側の下流がここらの堤防の高さと同じ高さになって、清流

地区のほうへ水門がオーバーフローといいますか、流れ込んでいくといった形に

なってませんので、水門を下ろせば九頭竜川はそのまま本流のほうへ流れていく

といいますか、そういった形になりますので、当然、東幼児園の下流側──左岸

側ですね──につきましても崖地になってますので、これは越水するということ

はありません。浸食という形はあるんかもしれませんけれども、越水というのは

ありませんので、清流地区へ直接流れるといったことはないという状況になって

ます。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 私の心配が当たらなければいいんですけれども、やはりあ

の状況を見てると、非常にあの低い堤防では堤防になっていないと思ってるんで

す。仮に堤防はあったんだろうと思いますけれども、隣の志比堺、新しい町のと

ころにはかなり高い堤防がありますから、あれと比較すると、相当の間、堤防が

ない状態だろうなと見受けられるんですよ。ですから必要性が僕はあると思うん

ですけれども、その辺は専門家の考えもあるのかも分かりません。ただ、根気よ

く要求をお願いしたいなと思っております。 

○議長（奥野正司君） 建設課長。 
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○建設課長（家根孝二君） その件につきましては、やはり根気よく国交省のほうに

要望といいますかお願いをしていきたいと思いますけれども、一度、議員さんと

現地を一緒に回りましてちょっと説明させていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） はい、分かりました。 

 それじゃ、最後の質問に移ります。 

 町が取り組むＳＤＧｓの事業はということでありますが、ちょっと私も勉強不

足なので、こうタイトルはつけたものの、ＳＤＧｓというのがなかなかよく分か

らないんでありますが、多分、調べてみますと、２０１５年に国連サミットが採

択されて、持続可能な開発目標で２０３０年までに目標達成を目指すものである

と、その理念は、誰一人取り残さない社会を実現しようというもので、１７のゴ

ール、１６９のターゲット、そして２３２の指標から成っているということであ

ります。よく、今日は教育長つけておりますね。あのバッジですよね。前までは

丸やったんですけれども、これ福井バージョンなんだろうと思うんです。恐竜で

やってるというようなことで。 

 非常に今注目を浴びつつあるものでありますが、実際に町がこれに取り組んで

るという表現でよろしいんですかね。まち・ひと・しごとのあそこにはいろいろ、

１７項目あったんですけれども。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 永平寺町では、今ありました誰一人取り残さないと

いうＳＤＧｓの理念を意識づけするために、令和２年１１月に策定した第２期永

平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本的方向１４項目を、そのＳＤＧｓ

の開発目標とひもづけするという形で事業を推進しています。要は、もともと町

としてこれまでも取り組んでいることが、そもそもＳＤＧｓの目標の一つに向か

って、１７の目標の中のどれかに向かってやっていることになるんですよという

意識を持って、職員もそうですが、仕事をしていこうということで、総合戦略で

ひもづけといいますか、結びつけて取組をやるということで、何かしらこのＳＤ

Ｇｓということで莫大なお金をかけて何かするとか、そういったことではなくて、

以前も一般質問でありましたが、そもそも町が取り組んでいることがＳＤＧｓの

目標に向かっているので、町もそこをさらに意識して、今後も誰一人取り残さな

いという理念の下、仕事をしていきますということでございます。 
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○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 新たな事業を展開するということでないことは僕もよく分

かりました。 

 ただ、今の総合計画とかまち・ひと・しごととかという計画の中でどうＳＤＧ

ｓを活用していくかということなんだろうと思います。ただ、それには、２０３

０年こんなまちになっていたいという目標を掲げながらそれに向かってというと

ころもあるみたいなんですが、そういうふうなことは具体的にはまだしていない

ということですよね。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 個々の取組とかというのは、例えば脱炭素というん

ですかね、温暖化対策ということで公共施設も含めてというのは、ＳＤＧｓのそ

の目標に向かってやっていく一つの取組になってくるかなとは思います。ここの

事業では実際、具体的にそういう目に見える目標といいますか、そこに向かって

やっていくという事業は今後出てくるであろうというふうには想定しています

が、今は、先ほども言いましたが、これまでの取組も意味合い的にはつながって

いってるんだよというところを意識して、今後もいろんな政策等を考えていきた

いというふうにしているところです。 

○議長（奥野正司君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（吉川貞夫君） ＳＤＧｓ、１７項目の目標があります。今、総合政

策課長申し上げたとおり、全体的なこともあれば個々の事業があるということで、

脱炭素という観点からは、例えばＳＤＧｓのエネルギーのクリーン化と、地球温

暖化とかそういうふうなところの環境面というのも当然大きな課題となっていま

す。 

 まず、これＳＤＧｓに特化した取組ということではなくて、そういうＳＤＧｓ

の目標を達成するための一つの意識づけというところを言いました。例えばごみ

の減量化、当然続けてますが、このごみの減量化もこの目標に向かった一つの取

組になりますし、脱炭素という観点では、前回の江守議員の質問にもお答えしま

したが、２０５０年までに政府がカーボンゼロ・ニュートラルというふうなこと

の中で、当然当町も公共施設の脱炭素化に向けて今協議してますが、そういう取

組も必要であると、クリーンエネルギーが必要であるということで、これはＳＤ

Ｇｓに特化した事業というんではないんですけど、一つの施策、取組としてこう

いうＳＤＧｓの目標にもつながっているよというふうなところで見ていただける
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とありがたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 多分、今は全国的にはモデルでやってるところとかってい

ろいろあるみたいなんですけれども、それを聞くと、やはり２０３０年のこんな

まちにしたいということを、例えば市民有志で集まりながら、それを描きながら、

じゃ、それに向かって何をしなければならないかというのを、例えば総合振興計

画のいろんな事業展開の中でそこをＳＤＧｓを意識して、今やるべきことは何か

というのを選択して動いていくというようなことをやってるみたいなので、非常

にやってるところは評価が高いというような事例もあるみたいなんですが。 

 ただ、福井県、バッジまで作ってやってるんですから、大きくそれを打ち出そ

うという姿勢なんでしょうか、それとも、国連がそうやって世界的にもやってい

るから、そういうなのを意識してやりなさいよということで県はやっているんで

しょうか。 

○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 昨年、福井県のふくいＳＤＧｓパートナーというこ

とで、行政だけではなくて民間の皆様も含んで、ＳＤＧｓの理念に向けていろん

な取組を官民協働でやっていきましょうと、情報を共有し合ってやっていきまし

ょうということでＳＤＧｓパートナーというのが設置されて取組が始まったとこ

ろです。 

 意味合いとしては、何かしらの大きな目標といいますか、それを立ててそこに

向かってというのではなくて、当然、民間企業さんも個々にいろんな業種がある

と思いますけれども、その自分たちでできることといいますか、そういったもの

をほかの、例えば団体さんや企業さんや、または行政と協働で進めていきましょ

う、要は社会全体といいますか地域全体でＳＤＧｓという意識を持ってやってい

きましょうというところで取組が進められているということで理解はしていると

ころです。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） まあ分かりましたけど、何となく私が調べたところとはち

ょっと、捉え方というんか分かりませんけれども、違うのかなと思います。 

 県下の中で、福井県の中でやってるようなところってあるんですか。こういう

ＳＤＧｓのを活用しながら事業展開をやってるという自治体ってありますか。 
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○議長（奥野正司君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（原 武史君） 例えばこのふくいＳＤＧｓパートナーに登録してい

る自治体は、たしかどこか１町を除いて残りの１６市町は全て登録はされており

ますし、私も昨年度、第２期の総合戦略をつくる上で、ほかの自治体さんが先行

してやった総合戦略も見せていただきましたが、やはりうちと同じようにＳＤＧ

ｓの目標もひもづけした上で、今やろうとしていることはＳＤＧｓともつながっ

ているんだよということで計画をつくっておられたところがかなり多かったなと

いうふうに思ってはいるところです。 

○議長（奥野正司君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 分かりました。もうちょっと私も勉強させていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（奥野正司君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時３５分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時３５分 再開） 

○議長（奥野正司君） 休憩前に引き続き再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（奥野正司君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 明日９月８日は午前９時より本会議を開催いたしますので、ご参集のほどよろ

しくお願いいたします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ３時３７分 延会） 

 


